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雫瀧蕊難麓通常会員総凄のお知鴬溌蕊
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日本ヒマラヤ協会平成9年度通常会員総会を下

記により開催いたします。

ご承知のように、総会は本会の最高意思決定機

関でありますので、会員の皆様には万障繰り合せ

のうえ出席くださるようにお願いいたします。

なお、やむを得ず欠席される場合は、定款の定

めるところにより、委任状を必ず提出されるよう

お願いいたします。 （委任状は、別途送付いたし

ました料金受取人払はがきをご利用ください｡）

5月20日までに必着するようお願いいたします。

平成8年度事業報告について

平成8年度収支決算について

平成9年度事業計画について

平成9年度収支予算について

会員の除名について

記

平成9年5月31B(土)午後1時～2時

東京都豊島区東池袋4‐7‐7

かんぽヘルスプラザ東京

盃03-5952-6881

JR池袋駅東口から徒歩8分

地下鉄有楽町線東池袋から徒歩2分

l. 日時

2．場所

知られざる地を求めて、ムスターグ・アダ東面に足を踏み入れた我々を迎

えてくれたのは、小カラクリ湖に影を写す見慣れた、たおやかなアダの姿で

はなく、雄々しく聟え立つもう一つの「氷山の父」の偉容であった。

（岩崎洋）

’ 表紙写真

ヒマラヤNo.BOS

岩崎洋1 ．小カラコルムからパミールヘ(4)

5． ネパール登山の手引き(3)

8． ヒマラヤ・ニュース〈地域ニュース･トピックス･Books>

山森欣一10． トータル獲得標高1996

24．寸感・事務局日誌



小カラコルムからパミールヘ(4)

－ディラン(7,257m)、ムスターグ・アダ (7,546m)連続登頂一

岩崎 洋

〈だ

山頂からあまり気持ちの良く無い氷雪壁を降り

下界を目差す。ロープを出すかどうか迷う位の傾

斜だが我々にはそのロープが無いので我慢して少

しずつ高度を下げて行く。登りも遅かったが下り

も遅い。何時も遅いのでそれを計算に入れて計画

を立てていたので、なんとか明るいうちにCⅡに

辿り着いた。お茶を飲み、B・Cのウィスキーを

思いつつ、さっさと寝る。ツェルトも4泊目にな

ると悪くない、住めば都である。

★

CI、Fix地点とデポを回収する度にいつもの

夜逃げ状態になって行った。残った食料やカート

リッジ、ゴミ等もすべて背負っているのでなかな

かの重量である。なんとかベースでウィスキーを

と思っていたがA･B。Cで終わってしまった。

A･B。Cにはスペイン隊が貧乏な日本隊にプレ

ゼントすると言って置いて行ったと言う潰れかけ

たテントとゴミがあった。山梨の人達に我々と話

はついていると言って置いて行ったらしいが、思

わず目を疑ってしまった。

我々は好きで貧乏しているのだ。寒くて磯じく

ても、それが私たちの背負える限界であって、明

日彼らのゴミをおろす元気は我々には無い。取り

敢えずベースでウィスキーだ、飲んでから考えよ

う。凡ては明日と言う事にして寝る。

★

アタックに出る山梨隊を見送り、残り少ない山

での時間を味わいながら出発準備をしていると、

L・Oが登って来た。彼はスペイン隊に装備をや

ると言われそれを取りに来たと言う。使えそうな

物は彼が降ろし、食料他は翌日、 ヒナルチェの村

人が降ろした。

非常に腹立たしい出来事だったが1カ月後にム

スターグ・アダで今ではそれがあたり前のように

なっていると知った。 「フリーフードとかフリー

テント」と名前を変えれば、たとえカラスがそれ

をつついたとしてもゴミを捨てた事にならないの

だろうか？

★

デブリーフィング終了後約3週間の休養期間を

設けた。鈴木はチトラル、ギルギット方面のトレッ

キングに出掛け、私は暫くビールを友にして、ベッ

ドに人形が出来るような生活をしていたが、その

後思いなおしてトレッキングのガイドに出た。

思い思いに休日を過ごしリフレッシュして中国

へ向う。個装はすでにギルギットにデポしてある

ので、食料などを買い足すだけで、バスに乗れば

琴

,塞鵠 d一癖乙女 晋一土星…

▲アダ東面7,028m峰
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アリアバードで食事の後ウトウトしているうち

に、グルミット、パスーを通過して気付いた頃に

はスストに着いていた。

緑濃いヒマラヤ前山を越え、インダスの深い谷

を湖り、熱風の吹くチラスを通り、フンザ川のゴ

ルジュを詰めてやっと辿り着いたのだが、バスに

乗っているだけなので実に呆気ないものである。

スストは既に主脈の北にあり、峠に登れば劇的

に風景は変わる。パミールを越えて来た三蔵法師

もさぞかし吃驚したに違いない。我々はその三蔵

法師も高山病でヨレヨレになりながら眺めたであ

ろうパミールの山々へ向かっているのだ。

翌日バスは峠を登りつめパミールの草原に滑り

込んで行った。

★

峠を越えると其処は別世界、中央アジアである

陸路を移動していて、一点を境にこれ程変わって

しまう所も珍しい、変わると言うよりは違う世界

に入り込んだと言った方が正しい。

タシクルガンで予定通り中川と合流して、一泊

の後、ムスターグ・アダ東面への入り口となるス

バシヘと向かった。 しかし、此の辺りスバシと言

う地名がずいぶんとあるらしく （西面B・Cへの

入り口もスバシである）荷物も我々も西面B・C

4日後には中川と合流出来る。 ヒマラヤを横切る

のも現代ではバスの乗り換えさえ出来れば難しい

事は無い。

暫くチャイも飲めなくなるが、あの懐かしいウ

イグルの皿うどん、サモーサ、ポロやカバブーを

食べながらビールを飲めると思うと、チャイやチ

キンカレーとお別れしてもいいような気持ちになっ

てくるから不思議なものである。

★

今では見馴れた風景となったカラコルムハイウェー

を北に向い、近くも遠くもならないギルギットに

は早朝着。ススト行のバスに未だ間に合う時間だっ

たが、ホテルに荷物をデポしていたのでチェック

インして朝から飲んでしまった。

★

早朝のススト行に乗り込む。昼過ぎには着いて

しまうのだが、移動は早めに余裕を持って。 「何

があるか分からないのが面白い」そう言う所を旅

しているのだから。

アリアバード辺りを通過する時には2人供窓か

ら身を乗り出すようにしてディランを見つめてい

たo lカ月前には彼処から此処を見ていたのだ。

7千mの高所から見降ろすのと、車窓から見上げ

る気軽さ、私達はそのギャップを楽しんでいた。

－2－



方面のスパシヘ連れて行かれてしまった。ラクダ

も来てしまい、色々と操めたが、荷物はラクダで、

我々はジープでと言う事で収まり夕刻、我々のス

バシに漸くテントを幕る事が出来た。

★

翌朝、村人の見送りをうけ、未だ見ぬアダの東

面に思いを廻らせながら歩き出した、思ったより

ラクダは早く、景色に見蕩れていると置いていか

れてしまう位だ。それでも始めはコングールやア

ダの北峰などの写真を撮っていたが、河原歩きに

なると単調ですぐにあきてしまった。 しかし休む

分けにも行かずひたすらラクダの後をついて行く。

一日で着いてしまうのではと思う位快調だった

が午後になってペースが落ちて、ベース予定地の

手前で幕となる。

★

幕場を出て30分もしないうちに東面への氷河が

見え出した。当然ベースはその手前なのですぐに

着いてしまった。昨日頑張り過ぎたのか？足りな

かったのか、良く分からないがとにかくベースに

着いた。

★

氷河右岸からつめようとするが徒渉出来ずに諦

めて左岸のモレーン帯に入るとすぐ踏み跡があっ

た。そしてそれは奥まで続いており、我々は何の

苦労も無く、ムスターグ・アダの東面を目にする

事が出来た。西面からは一寸想像出来ないような

壁が列なっており同じ山とは思えないような光景

が広がっていた。そしてあっけなく目標は失われ

た、意見の食い違いからあっさり中止となってし

まったのだ。 1人ではとても行けないので私も同

意し、西面から登る事になった。西面通常ルート

からの登頂には成功したが、アダには戦わずして

敗れてしまったのだと思っている｡ 25.Feb'97

（注）慕士塔格登山隊「浪（ロウ)」

隊長：中川裕(1960年8月23日生）

隊員：岩崎洋（1960年2月4日生）

〃 ：鈴木正典（1961年12月11日生）

▼アダ頂上から南面を見る（撮影：田村正勝）

、
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東京新聞の本’本の

山の情報誌岳人
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月
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特月I作画

南米インカ・トレイルを行く

春のフンザとバルトロ氷河

ネパールの夢のトレッキング

初夏のロッキー特選コース

中部の山岳会と奥美濃の山

創刊50年世界のアルピニストたち

仙台のクラブ、東北の沢を行く

屋久島の緑深い峰々と人

山の達人と訪ねる秋の北海道

撮影クラブと秋の大峰山脈へ

フリークライミング天国・岡山

冬の奥秩父に生きる山人たち

第1特集

日本の雪山大作戦

富士見十三州の山

山スキー大滑降

アルプスの雪稜

花と森の山旅

私の花の名山

今から間に合う海外の山

みちのくの山と沢

修験の山は名山

紅葉の山、尾瀬と南会津

晩秋、湯けむり紀行

身を守る雪山技術

GAKUJIN

丘
山人人
毎月15日発売(§繩8)定価670円

■本誌の年間購読ご案内

本誌の購読は、全国の書店、東京新聞販売

店、中日新聞販売店、北陸中日新聞販売店

で承ります｡

直接贈読ご希望の方は、 とじ込みの振替用

紙に「岳人何月号」からとお書きのうえ、

送り先郵便番号、住所、氏名を明記して、

ご送金ください。

郵送料は通常号116円、特大号124円です。

年間購読料↓邦,480円で送料は当社負担で魂

お求めの本誌に乱丁、落丁がありましたら

お取り替えいたします。
(★は特大号となります）

東京新聞出版局(悪轆)聖穰禦謡謡離裂溌坐製

－4－



ネパール登山の手引き(3)

ともに最高峰、高値の花といえる。

一登山料（ロイヤリティー）の払い込み一

パーミッションが交付された登山隊は規定の登

山料を2ヶ月以内に支払う。パーミッションが交

付された日付から2ケ月なので注意が必要。 2ケ

月以内に支払がなされていない場合、許可の取り

消しもありえる。

尚、登山料の払い戻しはできない。

〈登山料〉

隊員変更の手続き

メンバーの変更のある場合、以前認められた隊

長の変更が、 ’96年から認められなくなった。そ

の代わり以前細かい制約のあった隊員の変更に関

しては細かい制約がなくなり隊長以外は自由となっ

た。 しかし一隊最大12名までとする。これからパ

キスタン同様、隊長名だけFixし許可を取得して

おき、その後に最終メンバーを集める事ができる

様になった。

－隊員変更の手続き－

1 .隊員変更のある隊は新しい英文アプリケーショ

ン、バイオデータをネパール政府観光省登山課に

提出する。

2． 日山協へ隊員変更の手続きをおこなう。

必要書類

（1）隊員変更申請書

（2）新計画書

（3）新旧隊員一覧表

尚、外務省に対しても隊員変更の書類を提出し

ておくべきである。

7名まで

50000$

70000$

10000$

4000$

3000$

2000$

1500$

8名～12名まで

10000$/一人追加ごと

10000$/ ''

1500$/ "

500$/ "

400$/ ′′

300$/ ''

200＄／ 〃

サガルマータ

※〃サウスコル

8000m峰

7501m~

7001m~

6501m~

6500m以下

登山ルートの変更については、サガルマータは

サウス・コル経由のルートの場合は登山料支払い

後は、 10,000$の追加料金が徴収される。サガル

マータ以外の山の場合は、登山料の25％が徴収さ

れる。

辺境地域でポピュラーでない山の場合について

は、春、夏、冬のシーズンの場合のみ、登山料に

ついて交渉することができる。

登山料の支払は観光省の口座に日本から直接振

り込む方法になるが、時間が掛かり、追跡調査が

面倒なことや、事故が多いことなどから、現地エー

ジェントに相談しエージェントを経して払い込む

ほうが確実である。 しかし遠征前にネパールに行

く様な機会がある場合は別だが一般的には日本か

ら観光省の口座に振り込む事となるだろう。又口

座に振り込む場合、銀行手数料も合わせて振り込

まないと登山料不足となるため注意が必要である。

日本隊の場合、登山料は日本円、米ドルでもよい

が、但し日本円の場合、観光省の口座が米ドル扱

いの為円から米ドルへの両替手数料が別途必要と

なる。

〈観光省振り込み先〉

Nepal Rastra Bank

登山料の払い込み

以前はネパール・ルピー建てで毎年10%の値上

げが行われていた。 ’92年より米ドル建てに変わ

ると共に大幅な値上げが行われた。それにともな

い隊員数の制限と超過人員に対する登山料の割増

しも導入された。さらに'93年よりサガルマータ

が5万ドルに値上げ。合わせてクーンブエリアの

山に限り、隊員数制限が5人までとなり、追加も

2名までしか認められなかった。又、サガルマー

タについては1シーズン、 1ルート、 1隊のみと

なった。 これらの処置はクーンブエリアの環境問

題に起因し登山隊を減らし、他のエリアに分散さ

せるのが目的であった。 しかし現状は'96年にサ

ガルマ一夕に15隊が入山、アマダブラム20隊、そ

してそのほとんどがノーマルルートに集中という

のが現状である。

’96年にさらに登山料の値上げを実施。サガル

マータについては私達一般登山者にとっては名実

－5－



格はある程度正確に記載してないと輸入許可がお

りない場合がある。尚、パッキング・ リストの受

け取り人の欄には、空港に受け取りにいく人と同

一人物の氏名を記入しておく。

尚、ガス・カートリッジや酸素などは危険物扱

いとなるためアナカンでは運べない。

一アナカン輸送の実際一

先ず、隊荷の発送予定日が決まったら、その約

1ケ月前位に輸送業者へ連絡し、目的地までのキャ

リアをブッキンク．して購入する。この時必要なこ

とは、隊荷の現地到着希望日、概算重量と個数、

形状・寸法などを連絡しなければいけない。

次に隊荷輸送に必要な書類について述べてみる。

1．パッキング・ リストの作成

①パッキング・ リストには下記の項目を記載する

a・ Name

b. Code No.

C. Quant i ty

d. Uni t Pr i ce

e. Total Pr i ce

②品目は品目毎に細かく記入する。

③価格は日本円又は米ドル表示どちらでも可。

④Code No.の欄はブランクにしておき、現地

エージェントに記入してもらう。

⑤価格は極端に安くすると輸入許可書が取得でき

ないことがあるため、正規の価格に近い価格でパッ

キング・ リストを作成する。

⑥パッキング・ リストには下記の品目は加えない

事。

a. テトラサイクリング系の薬：加える場合は風

邪薬、胄薬等の他の薬名にする。

b.牛肉製品：加える場合は他の食品名にし、缶

詰め等の絵、表示は消すこと。

C.煙草、酒。

d. フィルム：加える場合は一か所にまとめず数

ケ所に分散させる。

e・電池： リスト名はDryDenchiとし、 フィル

ムと同じ扱いにする。

f. カセット ・レコーダー、テープ° ・レコーダー

g. ラジオ

h. カメラ、 8mmビデオ・カメラ

i . ウォーキー・ トーキー、 トランシーバー

A/CNo. 1-1-5-82

Thapathali Kathmandu

上記の口座番号は登山許可書に明記されている

ので必ず確認の上振り込まれたい。

一トレッキング・ピークの登山料一

ネパール登山協会(NMA)扱いのトレッキン

グ・ピークの登山料は下記の通り。標高などによ

り登山料が異なる。山名とカテゴリー区分は許可

峰リストを参考にされたい。

〈トレッキング・ピークの登山料〉

山の区分 基本登山料 追加登山料許可期間

aランクの山300$(10人まで) | 7/人 1ケ月

bランクの山150$(10人まで) | 7/人 1ケ月

隊荷の発送

現在カトマンズでは登山に必要な装備、食糧な

どはほとんどが入手可能である。そのため登山隊

によっては個人装備などを持ち込む程度で、狼雑

な手続きが必要なアナカン(UnaccompaniedBa-

ggage、旅行者手荷物別送品）を行う隊は減って

いる。

又、隊荷をアナカン輸送するよりも多少のエク

セス分（超過重量料金）を支払って手荷物で持ち

込む方が割安の場合もある。 しかしロイヤル・ネ

パールなどの航空機は機体が小さいため、機内持

ち込みの手荷物は厳しくチェックされるのを考盧

し、荷物の量が余り多いような場合には、あらか

じめアナカンで先送りしておくのがベターである。

それでは、アナカン輸送について触れてみる。

隊荷の輸送手段については、船便十陸送、船便十

航空便、航空便の3つが考えられる。ほとんどの

隊が航空便を使用しているが、隊荷の量、輸送に

かかる日数、費用等を考慮し、隊にとって最もメ

リットのある方法を選ばれたい。

ネパールの通関には現地エージェントを通じて

インポート ・ライセンス（輸入許可書）を申請す

るが、その際、輸送業者発行の送り状(INVOIC

E)と英文パッキング・ リストが必要である。又、

ネパールでは、パッキング･ ﾘｽﾄにｺｰドナン

バーを付すことが義務づけられているので、現地

エージェントに付してもらう。

パッキング・ リストに記載する品名、数量、価

－6－



⑦パッキング・ リストは5部必要。事前に現地エー

ジェントに送付する。CodeNo.記入後ネパール

にてコピーする。

⑧パッキング・ リストはConsumableGoodsとN

on-ConsumableGoodsとに分けて制作する事。

ConsumableGoods-食糧、ガス、酸素、薬、

等の消耗品。

Non-ConsumableGoods-テント、寝袋、等

の消耗品以外の品。

⑨Non-ConsumableGoodsは登山終了後、原則

的には日本に送り返す事になる。

初めのパッキング・ リストと送り返す品のパッ

キング・ リストは一致しなければならないので、

初めのパッキング・ リストにない品（お土産等）

は送ることはできない。

又、 クーンブ・エリアの山に入る隊は環境保全

のための供託金制度がある。これらリストの品を

送り返した後、供託金を回収できる。

⑩Non-ConsumableGoodsとConsumableGoods

の梱包は別々にする。

2． 1NVOICEとAIRWAYBILL

①Consignee'sName&Addressの欄に下記の項

目を記入する。

a.隊名：隊名が記入されていない場合、輸入許

可害が取得できない。

b.受け取り人名：隊荷の通関時に必要。連名に

しておくと便利。

C.現地エージェントの住所、連絡先：隊荷の到

着及びトラブル時に必要。

②基本的には、荷物の受け取りには受け取り人と

その人のパスポートが必要となる。受け取り人は

複数にする事も可能。

③輸入許可害取得時にAIRWAYR11J'と添付さ

れているINVOICEのオリジナルが必要なため、

必ず日本にてコピーを取り、国際宅急便(OCS,

DHL)等で現地エージェントまで隊荷発送後に

送付する。

④運賃が明記されていないAIRWAYRTTJ,は無

効となり、輸入許可害が取得出来ない。船便、航

空便等複数の機関利用の場合は運賃の記入された

すべての機関のAIRWAYRTTJ,が必要となる。

3．輸入税と供託金（デポジット ・マネー）

①日本から送られた品物は輸入許可害取得後、通

関手続きを行い税金や供託金を支払ってネパール

国内に持ち込むことが出来る。

②輸入税はConsumableGoodsに掛かる、パッキ

ング・ リストの総価格、運賃、換金レート等によっ

て下記の通りに計算される。

日本から送られる品目の総重量: (1)kg

パッキング・ リストの総価格: (U)US$

交換レート (US$→ネパールRs) : (m)Rs

運賃（日本～カトマンズ) : (W)US$/1kg

a． (n)us$×(m)Rs :品目の総価格のルピー

計算

b. (1)kg×(W)US$×(W)Rs :運賃ルピー計

算

C.上記a×0.02 :保険税率2%

d.上記a+上記b+上記C :ネパール輸入時の

品目の価格

e.上記d×0.01 :カスタム・タックス税率10%

f. (上記d+上記e)×0.15:セールス・タック

ス税率15％

g・上記e+上記f :輸入税合計

③Non-ConsumableGoodsは通関時に供託金を

支払わなければならない。供託金も輸入税同様に

計算される。

④供託金は登山終了後にNon-ConsumableGoods

の送り返し手続き終了後に払い戻し手続きを行い、

ネパール・ルピーにて払い戻しされる。手続きに

1週間ほど掛かる。

4．輸入許可書製作手数料

①輸入許可取得時に商業省に上記d (CIFKAT

HMANDU)の13.5%を製作手数料として支払わ

なくてはいけない。

5．空港倉庫保管料

①エアー・カーゴの場合、品物がカトマンズ到着

後、 7日間を過ぎると0.5Rs/1kg/1日の保管

料が掛かる。

尚、空港に隊荷を取りに行く際は空港からの輸

送手段（トラック等）の手配も忘れずにしておき

たい。

（文責野沢井歩）

－r7－
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地宗教指導者アロンハン・アジ同自治区政治協商

会義副主席が殺害されるなど、分離・独立の活動

が活発化。中国政府は取り締まりの強化を軍や現

地政府に指示、テロの発生や当局との衝突事件が、

現地や国外から断続的に伝えられてきた。国外の

独立派組織は昨年末、当局の弾圧により、昨年4

月以来、 1,700人が処刑され、 5万人が逮捕され

たと発表していた。

新彊日報によると、同主席は政府活動報告の中

で、逮捕者の数や具体的な事例については言及せ

ず、 「法に治って、宗教事務の管理を強化し、違

法な宗教活動に対する取り締まりを断固として行

い、宗教を理用した民族分裂活動を厳しく打倒し

た」と、末端での抑圧政策の強化を示唆した。

ウイグル族などイスラム教徒の少数民族が人口

の約6割を占める同自治区では、国外の勢力と連

合して独立を要求する動きが、最近の中央アジア

諸国でのイスラムの原理主義の台頭に一段と刺激

を受けている。 （1997.2.9読売新聞）

…
《パキスタン》

裁判所で爆弾テロ、 16人死亡

1月18日、 ラホールの地方裁判所構内駐車場で

車に仕掛けられた爆発物が爆発、スンニ派指導者

や警官ら少なくとも16人が死亡したほか数十人が

負傷した。犯行声明は出ていないが、対立してい

るシーア派の過激派が仕掛けた可能性が大きいと

見られている。

翌19日にはスンニ派の過激派が、二階建のイラ

ン文化センターに放火、炎上させたが、これは、

前日の報復とみられる。 （朝日新聞）

《中国》

連続地震で12人死亡

中国中央テレビによると、中国の新彊ウイグル

自治区カシュガル市の伽師県で21日午前9時47分

(日本時間同10時47分）ごろ、マグニチュード

(M)64と6.3の2回の地震が連続して起き、 12

人が死亡、 27人が重傷。

同県で家屋5百戸が倒壊したほか、千戸に亀裂

ができるなどの被害を受け、自治区や県政府が救

援に乗り出した。同自治区北西部の中心都市カシュ

ガル市でも強い揺れを感じたという。

同自治区北西部では昨年3月にも24人が死亡す

るM6.9の地震が起きたほか、 11月にもカラコル

ム山脈近くでM7.1の地震を記録している。

（北京21日共同）

ウイグルで新彊独立派千人が暴動

10日付香港紙「明報」は、新彊ウイグル自治区

の伊寧市で5日から6日にかけて、千人を越える

ウイグル族の青年が「独立」を訴えるデモ行進を

行ったと報じた。同紙が伊寧市民の話として伝え

たところによると、青年らは漢族に出くわすと、

片っ端から暴行を加えて殺害、遺体を焼いた。

この騒乱で、少なくとも十数人の漢族が死亡し

たほか、百人以上が負傷した。同自治区の少数民

族の騒乱では、 1949年の新中国成立以来最大規模

になったという。地元の警官や武装警察部隊が6

日午後、青年らを逮捕し、鎮圧した。地元テレビ

がその模様を伝えたという。先の中国国内の報道

では、同自治区主席が先月下旬の会議の席上、少

数民族の独立運動を鎮圧したとの宣言を行ってい

た。

また、伊寧の警察当局は10日、この度の民族暴

動の際、治安部隊が4～5百人を逮捕したと語っ

た。そのうち一部は、その後釈放されたという。

北京からの電話取材に応じた警察当局者による

と、警察側は、群衆を威嚇するために発砲したと

｢新彊独立派を鎮圧」自治区主席宣言

1月25日開かれた新彊ウイグル自治区人民代表

大会の会議の席上、アブラテ・アブドルシテ同自

治区主席は、イスラム教徒の少数民族による「独

立と違法な宗教活動」に対し、 「重大な打撃を与

え、敵勢力の人的戦力を粉砕した」と述べ、 “鎮

圧官言”を行った。

同自治区では、昨年5月に、中央政府寄りの現

－8－



I HIMALAYANEWS鍵蜜

卜(269人)／延登頂者リスト(419人)／高齢者登頂

リスト(44歳以上54人)／年少登頂者リスト（25歳

未満35人)／山別人山者表(14座）入山・登頂と死

亡集計表／登頂者の遭難死調べ／山別遭難者一覧

表／女性実登頂者リスト／女性延登頂者リスト／

年代・山別人山者数調べ(グラフ）山別、年別入

山者一覧表／登頂者生年月日別リスト／八千メー

トル峰トータル獲得標高1996（ハット ・ トリック、

冬期登頂、アルパイン・スタイル、無酸素、縦走

などのデータがほぼ網羅されている)。在庫10冊

のみ。

B5版109頁2,000円（送料270円）

〒170豊島区東池袋4-2-7萬栄ビル501号

日本ヒマラヤ協会

いう。

伊寧の住民が10日伝えたところによると、この

暴動後同自治区政府当局は伊寧に夜間外出禁止令

を出した。 （1997.2.11読売新聞）

I

パンチェン・ラマ11世の修行生活を紹介

中国当局とインドに亡命中のダライ・ラマ14世

の間で、その指名をめぐって激しく対立したパン

チェン・ラマ11世(7歳）の、この1年間の修行

の模様などを伝える珍しい記事と写真が「北京週

報」最新号に掲載された。国営新華社通信も、チ

ベット自治区や青海省で、公共の場や家庭に掲示

できるよう、 11世の額入り写真が最近発売された

と伝えており、就任から1年を経て、その定着化

キャンペーンが始まったようだ。

チベット仏教の最高指導者の1人、パンチェン・

ラマの指名を巡っては、ダライ・ラマ14世が別の

少年を指名したため、内外で論議を招いたが、中

国当局は伝統的な儀式にのっとって、現在の11世

を95年12月に就任させて、チベット自治区シガツェ

のタシルンポ寺で修行生活を送らせ、既成事実を

積み重ねている。

中国政府の広報誌とも言うべき「北京週報」

(週刊紙）は、 11世の写真をふんだんに使って、

1年間の修行生活を紹介している。両親から離れ

た修行生活の中で、肉食中心から野菜や果物重視

の食事にも慣れ、 1日8時間を越える経典の学習

にいそしんでいる。様々な儀式の際、 7歳の少年

とは思えない聡明な言動を見せ、関係者をほっと

させているという。自転車やサッカーが好きで、

プロサッカー選手を目指すような気の入れようだ。

（1997.2.7読売新聞）

女神の山チョモラリ

1996年秋に長野県山岳協会と中国登山協会が合

同で登頂に成功した登山隊の記録。同隊の模様は

正月にNHKで放映された。

固定ロープを中心としたテイクアウト活動につ

いてその実践の苦悩が報告されている。大部隊の

場合食糧に予備食を導入すると、どうしても無駄

になることが多い。そして下山時はゴミとして残

る運命にあることは既に指摘されていることであ

るので一工夫が欲しかったところである。

A4版81頁

連絡先：〒390-14長野市浅川東条148-3

田村宣紀方

東京集会のお知らせ

3月31日（月）午後7時

HAJルーム（地下鉄有楽町線東池袋下

車4番出口から地上に出て右へ徒歩2分）

又は、 JR大塚駅下車、都電荒川線の早

稲田方面2つ目の東池袋4丁目下車、前

方で右に折れて地下鉄出口から徒歩2分）

日時

場所

： 鶏鍵鍵驚議
1

1
謎笠謎…逆

八千メートル峰への挑戦

日本隊45年間の軌跡
■財政支援： 1万円（中島秀澄、江尻健二）

2万円5千円（大内倫文）

本会刊。八千メートル峰の概要をまとめたもの。

内容は、山別登頂者リスト（19座)／実登頂者リス

－9－



トータル獲得標高1996
山森欣一

1996年日本ヒマラヤ登山界は、サガルマータの国際公募隊に参加した難波康子の登頂成功から一転して

遭難すると云う衝撃で幕を開けた。続いて北側のチョモランマでは、福岡隊がインド隊からクレームをつ

けられると云う騒動に巻き込まれた。

この結果、はからずもヒマラヤの八千メートル峰登山の世界に浸透しつつある、ガイド付き登山の様々

な実態が浮き彫りにされることとなった。同時に世界最高峰は南北両面共に、国際公募隊を中心にそれぞ

れ十数隊が、ひしめき合って同一ルート上で登山しており、その結果、語学力不足によるトラブルが日常

的に発生する可能性が高いことも分かった。

また、秋にはマナスルに於て、小西政継が登頂成功後帰路行方不明になると云う遭難事故が発生し、有

酸素登山における酸素管理がクローズアップされると共に、中高年登山者層を中心に増えつつある、シェ

ルパなど高所協力員に依存する度合の高い八千メートル峰登山に警鐘を鳴らす結果ともなった。

一方、K2やウルタルⅡ、 ラトナ・チュリなどの登山では、若手が活躍して将来への希望をつないだ。

また、テイクイン、テイクアウトに代表される自然環境を汚染しないで登山を実践する運動も、ようや

く登山者に浸透しつつある。現実には実施に当たって濃淡があるのは止むを得ないことである。批判する

のではなく、相互に方法論を協議し合って最終的に自然環境に良い結果をもたらすことを目標としたい。

20000mを超えた男たちの概要

1996年12月31日現在

順位｜ 氏 名 名 ｜標高(m)|地域|登頂日 ｜ 派遣母体 ｜ルート ｜ 摘要 | *

| 8167 1N | 19781021 1群馬県山岳連盟 南東稜 初沓塞 ｜ 」群馬県山岳連盟

稜

初登筆

Ｎ

8,167 1978.10.21

山

H A J

H A J

カモシカ同人

カモシカ同人

／／

H A J

H A J

植村直己物語

カモシカ同人

群馬県山岳連盟

J A C

H A J

ノノ

面
稜
稜
面
稜
稜
稜
稜
面
壁
南
稜
面

東
西
西
西
東
東
東
東
東
一
東
西

南
南
南
北
西
南
北
南
南
北
南
北
北
北

ダウラギリ I

カンチェンジュンガM

ランタン・リ

ダウラギリ I

ローツェ

サガルマータ

マモストン・カンリ

K2

サガルマータ

マナスル

アンナプルナI

チョモランマ

シシャパンマM

チョー・オユー

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

8,586

7,205

8,167

8,516

8,848

7,526

8,611

8,848

8,163

8,091

8,848

8,027

8,201

1981.5.9

1981.10.10

1982.10.18

1983.10.9

1983.12.16

1984.9.13

1985.7 ．24

1985.10.30

1985.12.14

1987.12.20

1988.5.5

1988.10.24

1988.11.6

×山田 昇

(115,804)

14座

1950.2 生

1 ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
１
ｇ
ｈ
ｉ
・
Ｊ
ｋ
ｌ
ｍ
ｎ

初登頂

初登塞

日本人初登

冬期第三登

初登頂

02レス

02レス

冬期第二登

冬期初登掌

初縦断

ハット ・ トリック
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順位 氏 名 派遣母体山 地域 摘要名 標高(m) 登頂日 ルート ＊

近藤和美

(103,182m)

14座

1941.11. 生

（55才）

2 aコルジェネフスカヤ

b.レーニン

cコムニズム

d.コルジェネフスカヤ

eレーニン

f .レーニン

g.ﾉ､ﾝ･ﾃﾝダﾘ

h・ﾊﾝ･ﾃﾝダﾘ

i .ポベーダ

J ・チョー・オユ一

k.シシャパンマC

l ・ヌン

、､ダウラギリ I

、コルジェネフスカヤ

九山同人

ノノ

九山同人

〃

〃

労 山

労 山

労 山

〃

カトマンズクラブ

労 山

労 山

〃

労 山

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｓ

例
６
３
９
略
叫
６
２
Ｍ
加
肥
肥
６
Ｍ

2５
４
５
５
４
４
０
０
９
１
８
５
７
５

０
３
９
０
３
３
１
１
３
０
０
３
６
０

１
１
４
１
１
１
０
０
４
２
０
１
１
１

，
７
１
１
１
１
９
７
７
１
７
７
，
９

７
７
７
７
７
７
７
７
７
８
８
７
８
７

７
８
８
８
８
８
８
８
８
９
５
８
、
８

４
４
６
６
６
８
９
１
１
２
４
５
５
６

８
８
８
８
８
８
８
９
９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ツェト

ラズジ

ボロド

ツェト

ラズジ

ラズジ

ソロマ

ポグレ

ヴァジ

北西面

北東稜

北西稜

北東稜

ツェト

日本人初登

50才

52才

53才

稜
稜
ト
ド
ジ
稜
面
壁
稜
下
稜

西
エ
ロ
ズ
西
西
稜

西
南
シ
ボ
ラ
西
北
南
西
東
西

初登頂田辺 治

(84,772m)

11座

1961. 1 生

（35才）

a.ラプチェ・カン

b.ガッシャーブルムⅡ

cコルジェネフスカャ

d.コムニズム

eレーニン

f .ブロード・ピークM

9.チョー・オユ一

h.サガルマータ

i .ギャジ・カン

j .マカル一

k.ラトナ・チュリ

H A J

イエティ同人

東海山岳会

〃

〃

東海山岳会

群馬県山岳津照

〃

信州大学

J A C

信州大学

3７
５
５
５
４
１
１
８
８
３
５

６
３
０
９
３
５
０
４
３
６
３

３
０
１
４
１
０
２
８
０
４
０

７
８
７
７
７
８
８
８
７
８
７

Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｎ

1987.10.26

1990.7.26

1991.7.17

1991.7.29

1991.8. 5

1993.8．24

1993.10.11

1993.12.20

1994.10.7

1995.5.21

1996.10.14

３

ハット・トリック

初苔頂

初登頂

雪と岩の会

H A J

H A J

H A J

H A J

H A J

群馬県山岳連盟

ノノ

雪と岩の会

稜
面
稜
稜
壁
稜
面
壁
稜

西
東
東
東
西
西

南
南
北
南
南
北
北
南
北

初登頂

日本人初登

初登頂

初登頂

初登頂

初登頂

尾形好雄

(69,497m)

9 座

1948．7． 生

（47才）

Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｉ

4 aヒマルチュリW

b.ヤルン・カン

cマモストン・カンリ

d.ギャラ・ぺり

e、リモI

f .ピラミッド・ピーク

g・チョー･オユ一

h.サガルマータ

i .サトパント

7,540

8,505

7,526

7,294

7,385

7,123

8,201

8,848

7,075

７
９
賜
剖
肥
別
８
躯
過

５
５
９
ｍ
７
４
加
胆
９

８
１
４
６
８
３
３
３
５

７
８
８
８
８
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１
１
１

4

冬期初登肇

稜
稜
稜
壁
稜
壁
稜
稜

東
西
西

南
南
南
北
南
北
西
南

日本人初登

第二登

初登頂

初登鑿

Sから縦走

初登塞

重廣恒夫

(63,431m)

8 座

1947.10. 生

（48才）

J A C

J M A

京都カラコルムC

A C
T

J

ノノ

関西カラコルム

〃

J A C

ナンダデヴィE

K2

ラトックI

チョモランマ

カンチェンジュンガC

マツシャーブルムE

ブロード・ピークM

ナイプン

５
４
１
５
８
２
１
１
４

３
１
４
４
８
２
５
３

４
６
１
８
４
８
０
０

７
８
７
８
８
７
８
７

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｐ
Ｐ
Ｃ

1976.6.9

1977.8.8

1979.7.19

1980.5.10

1984.5.18

1985.7 .23

1985.8．12

1991.11.25

５
ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ 日本人初登

11-



摘要派遣母体標高(m) 地域 登頂日山 名l1頂位 氏 名 ルート ＊

面
稜
稜
卜
ド
ジ
マ
面

西
東
東
エ
ロ
ズ
ロ
西

南
南
北
ツ
ボ
ラ
ソ
北

女子登肇クラブ

女子登塞クラブ

女子登塞クラブ

女子登塞クラブ

ノノ

田部井淳子

(61,375m)

8 座

1939.9. 生

（57才）

Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

1975.5

1975.5

1981.4

1985.7

1985.8

1985.8

1994.8

1996.9

10アンナプルナⅢ

サガルマータ

シシャパンマM

コルジェネフスカヤ

コムニズム

レーニン

ハン・テングリ

チョー・オユー

５
８
７
５
５
４
０
１

５
４
２
０
９
３
１
０

５
８
０
１
４
１
０
２

７
１
７
７
７
７
９
９

７
８
８
７
７
７
７
８

肥
肥
釦
羽
７
通
狙
加

6 ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ

女性初登頂

ﾉノ

国際公募隊 57歳

高山研究所

〃

高山研究所

イ 一 ス 卜

群馬ミ ヤマ

パイネ／スキー

パイネニァソブ

ガ イ ァ

小西浩文

(61,035m)

8座

1962.3 生

（34才）

6コルジェネフスカヤ

コムニズム

シシャパンマC

レーニン

ハン･ﾃﾝダﾘ

プロード・ピークM

ガッシャーブルムⅡ

チョー・オユー

Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
Ｃ

５
５
８
４
０
１
５
１

０
９
０
３
１
５
３
０

１
４
０
１
０
０
０
２

７
７
８
７
７
８
８
８

1982.7.29

1982.8. 5

1982.10.10

1988.8.14

1989.8.6

1991.7.30

1993.7.31

1995. 5.9

ト
ド
稜
ジ
マ
稜
稜
面

エ
ロ
東
ス
ロ
西
西

ツ
ボ
北
ラ
ソ
西
南
北

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
ｇ
ｈ

7

20歳

明治大学

H A J

〃

カトマンズクラブ

J A C

J A C

J A C

稜
稜
面
稜
壁
下
韓

東
西
東
稜
南

北
北
北
南
南
東
南

山本 篤

(56,942m)

7 座

1962.10 生

（34才）

7,010

8,027

8,201

8,848

7,782

8,463

8，611

Ｐ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

1987.7.3

1988.10.24

1988.11.6

1989.10.13

1992.10.30

1995.5.21

1996.8.14

1句

1t。ラカポシE

シシャノfンマ

チョー・オユー

サガルマータ

ナムチャ・バルワ

マカルー

K2

8 ａ
、
、
Ｃ
、
．
ｅ
侯
１
９

初登頂

高山研究所

〃

高山研究所

パイネ／スキー

ベルニナ山岳会

パイネニァソブ

長尾妙子

(54,870m)

7 座

1956.3. 生

（40才）

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｎ
Ｐ
Ｃ

５
４
５
１
３
５
１

９
３
９
５
６
３
０

４
１
４
０
４
０
２

７
７
７
８
８
８
８

1985.7.28

1985.8.6

1986.8． 2

1991.7.30

1991.10.7

1993.7 .31

1994.9.25

ポロド

ラズジ

ボロド

西面

北西稜

南西稜

南西壁

79 コムニズム

レーニン

コムニズム

ブロード・ピークM

マカルー

ガッシャーブルムⅡ

チョー・オユー

ａ
、
、
Ｃ
河
．
ｅ
侭
１
９

02レス

AP

山本宗彦

(54,818m)

7 座

1959.12 生

（37才）

ジ
ド
壁
稜
稜
稜
下

ズ
ロ
西
稜

ラ
ボ
北
西
北
北
東

7,134

7,495

7,821

8,051

7,010

8,848

8,463

Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

３
３
５
５
７
８
５

８
８
８
８
８
８
９

９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１

J A C

〃

関西カラコルム

〃

明治大学

J A C

J A C

７
８
７
８
７
５
５

”
６
泌
皿
３
５
塊

1010 レーニン

コムニズム

マッシャーブルムE

ブロード・ピークM

ラカポシE

チョモランマ

マカルー

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
９

初登塞

遠藤晴行

(54,811m)

7 座

1957.2. 生

（39才）

稜
ト
ド
ジ
面

東
エ
ロ
ズ

南
ツ
ボ
ラ
西

サガルマータ

コルジェネフスカヤ

コムニズム

レーニン

ナンガ･パルバット

8,848

7,105

7,495

7,134

8,126

耐
Ⅳ
Ｓ
（
ｂ
Ｑ
〕
Ｐ

イエティ同人

高山研究所

ノノ

ノノ

高山研究所

1983.10

1985.7

1985.7

1985.8

1988.7

02レス８
加
肥
６
吃

11 9ａ
ｂ
Ｃ
、
．
ｅ
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順位 氏 名 山 名 地域標高(m) 派遣母体登頂日 摘要ルート ＊

f・ガッシャーブルム1

9.ガッシャーブルムⅡ

高山研究所

イェティ同人

北稜

南西稜

８
５
６
３
０
０
８
８

Ｐ
Ｐ

岨
２

７
７

９
０
８
９
９
９
１
１

高橋 堅

(51,553m)

7 座

1958.8. 生

（38才）

1Q
LU ネムジュン

ガッシャーブルムⅡ

コルジェネフスカャ

コムニズム

レーニン

ディラン

ウルタルⅡ

弘前大学

横浜蝸牛山岳会

弘前大学

〃

ノノ

弘前大学

カトマンズC

東稜

南西稜

ツェト

ポロド

ラズジ

北稜

南稜

初登頂Ｎ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｐ

９
５
５
５
４
７
８

３
３
０
９
３
５
８

１
０
１
４
１
２
３

７
，
７
９
，
１
９

７
８
７
７
７
７
７

1983.10.27

1985.7.28

1988.7.22

1988.7.30

1988.8．7

1989.7.12

1996.7.31

17ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ
９

初登塞

初登肇

岩崎 洋

(51,449m)

7 座

1960.2 生

（36才）

14 稜
壁
稜
稜
稜
稜
稜

東
東
北
西
北
西
北
西
西

初登頂

初登頂

初登頂

マモストン・カンリ

カルジャン

ピラミッド・ピーク

ティリッチ・ ミール

サトパント

ディラン

ムスターグ・ｱダ

６
６
３
６
５
７
６

２
１
２
０
７
５
４

５
２
１
７
０
２
５

７
９
７
７
７
Ｆ
，

７
７
７
７
７
７
７

Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｉ
Ｐ
Ｃ

咽
Ⅸ
型
７
喝
別
Ｍ

９
ｍ
４
７
９
７
９

４
６
３
５
５
６
６

８
８
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１
１

H A J

H A J

H A J

バーバリアン

雪と岩の会

パーバリアン

浪

28ａ
制
，
Ｃ
寸
．
ｅ
戸
１
９

初登鑿

尾崎 隆

(51,012m)

6 座

1952．9 生

（44才）

ブロード・ピークM

チョモランマ

マナスル

ローツェ

サガルマータ

カンチェンジュンガM

愛知学院大学

J A C

イェティ同人

カモシカ同人

ノノ

稜
壁
面
面
稜
面

東
東
西

西
北
北
西
南
南

第二登

初登鑿

15 Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

１
８
３
６
８
６

５
４
６
１
４
８

０
８
１
５
８
５

９
７
７
１
７
９

８
８
８
８
８
８

1977.8.8

1980.5.10

1981.10.12

1983.10.9

1983.12.16

1984.5.19

11ａ
‐
、
Ｃ
１
ｄ
ｅ
侯
Ｉ

日本人初登

冬期第三登

J A C

品川幸彦

(50,739m)

1968.2. 生

7 座

（28才）

ラズジ

ソロマ

ツェト

ボロド

ソロマ

ヴァジ

西稜

16 Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

1992.8

1993.8

1994.7

1994.8

1995.7

1995.8

19968

４
０
５
５
０
９
６

３
１
０
９
１
３
４

１
０
１
４
０
４
５

７
７
，
，
７
１
７

７
７
７
７
７
７
７

岨
４
昭
４
鋤
加
肥

レーニン

ハン・テングリ

コルジェネフスカヤ

コムニズム

ノ､ﾝ･テングリ

ポベーダ

ムスターグ･ｱダ

ａ
１
Ｄ
Ｃ
ｄ
ｅ
か
１
９

12

H A J

稜
稜
面
面
稜
壁

西
東
西
西
東

南
北
南
北
南
南

三谷統一郎

(48,803m)

6 座

1958.3. 生

（38才）

明治大学

高松労山

J A C

カトマンズクラブ

カトマンズクラブ

J A C

初登鑿アンナプルナ・ダクシン

ダウラギリ I

カンﾁｪﾝゾｭﾝがM

チョー・オユー

サガルマータ

ナムチャ・バルワ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｃ

5617 ９
７
６
１
８
２

１
６
８
０
４
８

２
１
５
２
８
７

１
，
７
，
７
７

７
８
８
８
８
７

1978.10.16

1982.10.17

1984.5.20

1985.10.3

1989.10.13

1992.10.30

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
侯
１

日本人初登

初登頂

稜
壁
稜
稜
稜
稜

西
東
西

南
北
北
北
西
西

初登頂

初登筆

今村裕隆

(47,795m)

6 座

1959.4. 生

（37才）

ギャラ・ペリ

チョゴリ

カンチェンジュンガM

マカルー

ヌン

ティリッチ・ミール

Ｃ
Ｃ
１
Ｎ
Ｉ
Ｐ

H A J

横浜山岳協会

H A J

ベルニナ山岳会

H A J

パーバリアン

18 1986.10.31

1990.8.9

1991.5.24

1991.10. 5

1992.8.13

1995.7.7

４
１
６
３
５
６

９
１
８
６
３
０

２
６
５
４
１
７

９
７
７
７
１
７

７
８
８
８
７
７

14ａ
‐
、
Ｃ
ｄ
ｅ
戸
１

－13－



摘要派遣母体山 名 標高(m) 地域 登頂日順位 氏 名 ルート ＊

東海山岳会

ノノ

江塚進介

(46,834m)

6 座

1961.4 生

（35才）

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｎ

157,105

7,495

7,134

8,051

8,201

8,848

Ⅳ
鯛
５
別
Ⅱ
別

７
７
８
８
加
岨

１
１
１
３
３
３

９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１

コルジェネフスカヤ

コムニズム

レーニン

ブロード・ピークM

チョー・オユー

サガルマ一夕

19 ト
ド
ジ
稜
面
壁

エ
ロ
ズ
西
西

ツ
ボ
ラ
西
北
南

ａ
ｂ
Ｃ
、
。
ｅ
戸
１

〃

東海山岳会

群馬県山岳連盟

ノノ ハット，トリック

カモシカ同人

カモシカ同人

高山研究所

〃

〃

カモシカ同人

面
面
ト
ド
ジ
面

エ
ロ
ズ
西

南
西
ツ
ボ
ラ
北

高橋和之

(46,112m)

6 座

1943_1. 生

（53才）

ダウラギリⅣ

ローツェ

コルジェネフスカヤ

コムニズム

レーニン

チョー・オユー

１
６
５
５
４
１

６
１
０
９
３
０

６
５
１
４
１
２

１
１
１
，
，
９

７
８
７
７
７
８

1975.10.19

1983.10.11

1985.7.21

1985.7.28

1985.8.6

1987.9.21

20Ｎ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

20 ａ
１
Ｄ
Ｃ
、
．
ｅ
〆
Ｉ

日本人初登

パラパント

京都クライマーズC

ノノ

林 雅樹

(44,251m)

6 座

1963.11 生

（33才）

コルジェネフスカヤ

コムニズム

レーニン

ハン･テングリ

ポベーダ

ガッシャーフルムI

５
５
４
０
９
８

０
９
３
１
３
６

１
４
１
０
４
０

７
７
７
７
７
８

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｐ

30０
０
０
４
４
６

９
９
９
９
９
９

９
９
９
９
９
９

１
１
１
１
１
１

７
８
８
８
８
７

別
１
７
ｕ
魂
帥

21 ツェト

ボロド

ラズジ

ソロマ

ヴァジ

北面

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
Ｆ
ｒ

〃

京都クライマーズC

ﾉﾉ

京都クライマーズC

JAC東海

高山研究所

高山研究所

高山研究所

ノノ

原 真

(43,952m)

6 座

1936.8. 生

(60才）

コルジェネフスカヤ

コルジェネフスカヤ

シシャパンマC

コルジェネフスカヤ

コムニズム

レーニン

５
５
８
５
５
４

０
０
０
０
９
３

１
１
０
１
４
１

７
７
８
７
７
７

22 Ｓ
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

1976.8.7

1982.7.31

1982.10.10

1985.7.21

1985.7.29

1985.8.6

1ハ

lbツェト

ツェト

北東稜

ツェト

ポロド

ラズジ

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ
ｆ ノノ

名塚秀二

(43,094m)

5 座

1954.11. 生

（42才）

植村直己物語

横浜山岳協会

H A J

群馬県山岳連盟

〃

稜
壁
稜
面
壁

東
西
東
西
西

南
北
北
北
南

サガルマータ

チョゴリ

カンチェンジュンガM

チョー・オユー

サガルマ一夕

８
１
６
１
８

４
１
８
０
４

８
６
５
２
８

８
８
８
８
８

Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｎ

23 釦
９
別
８
肥

加
８
５
加
旭

５
０
１
３
３

８
９
９
９
９

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

17ａ
Ｕ
ｂ
Ｃ
‐
○
ｅ

初登筆

冬期初登筆

×加藤保男

(42,523m)

5 座

1949．3 生

稜
稜
稜
面
稜

東
東
東

南
南
北
北
南

サガルマータ

ナンダデヴィM

チョモランマ

マナスル

サガルマータ

８
６
８
３
８

４
１
４
６
４

８
８
８
１
８

↑
７
１
７
９

８
７
８
８
８

秋期初登頂

日本人初登

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ｎ

24 坊
咽
３
Ｍ
”

皿
６
５
岨
岨

３
６
０
１
２

７
７
８
８
８

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

Ｒ
Ｊ
Ｊ
イ
イ

c c n

A C

A C

エティ同人

エティ同人

18ａ
Ｕ
Ｄ
Ｃ
河
．
ｅ 冬期第二登

×三枝照雄

(42,015m)

5 座

1957.10. 生

植村直己物語

群馬県山岳連盟

J A C

H A J

ﾉﾉ

サガルマータ

アンナプルナI

チョモランマ

シシャパンマM

チョー・オユー

８
１
８
７
１

４
９
４
２
０

８
０
８
０
２

８
８
８
８
８

稜
壁
稜
稜
面

東
東
東
西

南
南
北
北
北

25 Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

1985.10.30

1987.12.20

1988.5．5

1988.10.24

1988.11_6

19ａ
ｂ
Ｃ
‐
。
ｅ

冬期初登塞

－14－



標高(m)順位 氏 名 山 名 地域 登頂日 派遣母体 摘要ルート ＊

' 26 石川富康

(41,387m)

5 座

1936.11 生

（60才）

谷川太郎

(40,510m)

5 座

1967.6. 生

（29才）

チョー・オユー

サガルマータ

ダウラギリI

シシャパンマC

マナスル

Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｎ

ａ
３
Ｄ
Ｃ
刊
。
ｅ

１
８
７
８
３

０
４
６
０
６

２
８
１
０
１

７
１
１
７
７

８
８
８
８
８

面
稜
稜
稜
面

西
東
東
東

北
南
北
北
北

９
５
加
９
９

１
４
４
５
６

９
９
９
９
９

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

肥
喝
１
朋
師

才
才
才
才
才

４
７
７
８
９

５
５
５
５
５

シルパータートル

愛知学院大学

シルバータートル

Y M S

登 稜 会

34

27 ブロード・ピークM

ガッシャーブルムⅡ

マカルー

ジンミゲラ･ﾁｭﾘ

K2

ナンガ・パルバット

ブロード・ピークM

チョー・オユー

ガッシャーブルムI

パサン・ラム・チュリ

東京農業大学

東京農業大学

J A C

東京農業大学

J A C

ａ
‐
ｂ
Ｃ
、
。
ｅ
ｌ
ａ
‐
、
Ｃ
‐
．
ｅ

１
５
３
０
１

５
３
６
５
１

０
０
４
３
６

９
，
７
１
１

８
８
８
７
８

Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｎ
Ｐ

２
２
２
６
２

１
２
２
１
１

７
７
５
皿
８

１
３
５
５
６

９
９
９
９
９

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

西稜

南西稜

東稜下

西稜

南南東

38

谷口 守

(39,800m)

5 座

1948.12. 生

（48才）

28
６
１
１
８
４

２
５
０
６
５

１
０
２
０
３

７
７
７
７
１

８
８
８
８
７

富山県山岳連盟

富山県山岳連盟

カトマンズクラブ

富山県山岳津照

大阪山の会

Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｎ

１
３
０
２
９

３
１
２
１
１

７
８
９
８
岨

３
８
２
４
６

８
８
９
９
９

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

面
稜
面
稜
稜

西

西
西
北
北
西

日本人初登 35

宮崎 勉

(39,761m)

5 座

1947.11. 生

（49才）

29 ダウラギリⅣ

ダウラギリI

ローツ.エ

カルジャン

チョー・オユー

ａ
制
，
Ｃ
ｄ
ｅ

１
７
６
６
１

６
６
１
１
０

６
１
５
２
２

１
７
７
７
Ｆ

７
８
８
７
８

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｃ

面
稜
面
面
面

東
西

南
南
西
西
北

１
９
０
６
２

２
１
１
１
１

０
０
０
０
０

１
１
１
１
１

５
８
３
６
３

７
７
８
８
９

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

カモシカ同人

群馬県山岳連盟

カモシカ同人

H A J

群馬県山岳連盟

第二登

初登塞

日本人初登

初登頂

23

×佐藤正倫

(39,161m)

5 座

1963.8. 生

30 7,167m峰

ナンガ･パルバット

ブロード・ピークM

ナムチャ・バルワ

ガッシャーブルムⅡ

東京農業大学

パイネニァソブ

東京農業大学

J A C

東京農業大学

７
６
１
２
５

６
２
５
８
３

１
１
０
７
０

７
７
７
７
７

７
８
８
７
８

面
面
稜
壁
稜

東
西

南
西
西
南
南

ａ
‐
、
Ｃ
１
ｑ
ｅ

Ｃ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｐ

1986.8.16

1990.7.24

1991.7.12

1992.10.30

1993.7.22

初登頂 24

初登頂

和田城志

(39,034m)

5 座

1949.10. 生

（47才）

31 ゲントⅡ

ランタン・ リルン

カンチェンジュンガM

マツシャーブルムE

ブロード・ピークM

コルジュネフスカヤ

コムニズム

レーニン

ガッシャーブルムⅡ

ダウラギリ I

関西学生岳連

大阪市立大学

J A C

関西カラコルム

ノノ

２
４
６
１
１

４
３
８
２
５

３
２
５
８
０

７
７
７
１
７

７
７
８
７
８

Ｐ
Ｎ
Ｎ
Ｐ
Ｐ

面
面
面
壁
稜

東
西
西

北
南
南
北
西

５
４
０
３
２

１
２
２
２
１

７
ｍ
５
７
８

８
８
４
５
５

７
７
８
８
８

９
９
９
９
９

１
１
１
１
１

ａ
‐
、
Ｃ
１
ｄ
ｅ
ａ
‐
、
Ｃ
１
ｄ
ｅ

25

初登頂

初登肇

東條真百合

(37,936m)

5 座

1955.6. 生

（41才）

32 Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｎ

女子登翠クラブ

〃

〃

女子登塞クラブ

女子登鑿クラブ

５
５
４
５
７

０
９
３
３
６

１
４
１
０
１

９
ｊ
ｌ
７
９

７
７
７
８
８

1985.7

1985.8

1985.8

1988.8

1990.10

銘
７
咽
８
９

ト
ド
ジ
稜
稜

エ
ロ
ズ
西
東

ツ
ポ
ラ
南
北

26

吉村哲明

(37,042m)

5 座

1961.7. 生

（35才）

33 コルジェネフスカヤ

コムニズム

レーニン

ディラン

ブロード・ピークM

弘前大学

〃

〃

弘前大学

パイネ／スキー

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｐ

５
５
４
７
１

０
９
３
５
５

１
４
１
２
０

７
７
７
７
９

７
７
７
７
８

1988. 7

1988.7

1988.8

1989.7

1991.7

甥
鋤
７
吃
卯

ａ
‐
，
Ｃ
勺
．
ｅ

ト
ド
ジ
稜
稜

エ
ロ
ズ

ッ
ボ
ラ
北
西

27

初登塞

’
松本正城

(36,362m)

34 ン
ン

●
ク
ヌ

ａ
ｂ

東稜

北西稜

７
５
７
３
０
１

７
７

Ｉ
Ｉ

７
８
２
１

８
８

１
２
８
８
９
９
１
１

R C C n

東京山岳協会

29
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地域 派遣母体 摘要順位 氏 名 山 名 標高(m) 登頂日 ルーI ＊

横浜蝸牛山岳会 南西稜

南東面

ソロマ

5 座

1948.11. 生

（48才）

ガッシャーブルムⅡ

コルジェネフスカヤ

ハン・テングリ

５
５
０

３
０
１

０
１
０

８
７
７

Ｐ
Ｓ
Ｓ

1985

1988

1989

28

30

15

７
７
８

Ｃ
‐
ｑ
ｅ

坂原忠清

(35,902m)

5 座

1944.10. 生

（52才）

北面

西稜

ラズジ

ポグレ

ヴァジ

初登頂ムスターグ・アダN

ヌン

レーニン

ハン・テングリ

ポベーダ

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

スビダーニェ

スビダーニェ

スビダーニェ

日本教員

35 ４
５
４
０
９

８
３
３
１
３

１
１
１
０
４

７
７
７
７
７

1981.8

1982.8

1988.8

1991.8

1991.8

７
胆
Ⅳ
岨
Ⅳ

ql
J4ａ

‐
、
Ｃ
‘
。
ｅ

山中芳樹

(35,819m)

5 座

1950.9. 生

（46才）

コムニズム

コルジェネフスカヤ

レーニン

ハン・テングリ

サトノfント

36 ５
５
４
０
５

９
０
３
１
７

４
１
１
０
０

７
７
７
７
７

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

N C P

ノノ

1986

1986

1986

1989

1994

８
８
８
８
９

ボロド

ッェト

ラズジ

ソロマ

北稜

３
９
喝
略
別

32ａ
ｂ
Ｃ
０
ｑ
ｅ

〃

労
労

山
山

ll l 村晴一

(33,755m)

1947.12. 生

（49才）

山学同志会

山学同志会

J M A

山学同志会

北壁

北壁

北稜

南東稜

初登塞

''02レス

ノノ ノノ

、庁

｡{ 7,710

8,586

8,611

8,848

Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｎ

1976. 5.11

1980.5 .14

1982.8.15

1983.10.8

クンパカルナ

カンチェンジュンガM

チョゴリ

サガルマータ

33ａ
、
、
Ｃ
ｄ 02レス

八木原圀明

(33,215m)

1946.11. 生

（50才）

ダウラギリⅣ

ヤルン・カン

サガルマータ

チョー・オユー

カモシカ同人

H A J

植村直己物語

群馬県山岳連盟

面
面
稜
面

東
東
西

南
南
南
北

38 １
５
８
１

６
０
４
０

６
５
８
２

７
１
，
７

７
８
８
８

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｃ

虹
９
鋤
岨

皿
５
ｍ
ｍ

５
１
５
３

７
８
８
９

９
９
９
９

１
１
１
１

22ａ
‐
，
可
．
ｅ

日本人初登

戸高雅史

(32,823m)

1965.4. 生

（31才）

1 1 1 崎教員

パイネニァソブ

F O S

ノノ

南西稜

南西稜

西稜

南東稜

39 ナンガ・パルバット

ガッシャーブルムⅡ

ブロード・ピークM

K2

8,126

8,035

8,051

8,611

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｐ

０
３
５
６

９
９
９
９

９
９
９
９

１
１
１
１

８
７
７
７

８
１
９
９

１
３
１
２

71ａ
‐
、
Ｃ
ｅ

縦走

単独

遠藤由加

(32,430m)

1966. 1 生

（30才）

10 ナンガ・パルパット

ガッシャーブルムI

ガッシャーブルムⅡ

チョー・オユー

古
向
一
百
回
イ
‐

山研究所

山研究所

エティ同人

６
８
５
１

２
６
３
０

Ｊ
ｐ
ｐ
２

８
８
８
８

西面

北稜

南西稜

南西壁

Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｃ

８
９
０
４

８
８
９
９

９
９
９
９

１
１
１
１

７
７
７
９

２
２
６
５

１
１
２
２

ａ
制
ｂ
Ｃ
ｄ

36

AP

大谷映芳

(32,138m)

1947．4 生

（49才）

早稲田大学

早稲田大学

神戸大学

カモシカ同人

41 ラカポシ

K2

クーラ・カンリ I

チョー・オユー

稜
稜
稜
面西

北
西
西
北

7,788

8,611

7,538

8,201

Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

８
８
４
９

９
１
６
７

７
８
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１

初登鑿

ノノ

初登頂

２
６
幻
幻

37ａ
Ｔ
Ｄ
Ｃ
１
ｄ

×小西政継

(32,048m)

1938.11. 生

山学同志会

シルパータートル

Y M C

登 稜 会

42 クンバカルナ

ダウラギリ I

シシャパンマC

マナスル

7,710

8,167

8,008

8,163

Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｎ

北壁

北東稜

北東稜

北東面

初登鑿

55才

56才

57才

５
ｍ
９
９

６
４
５
６

７
９
９
９

９
９
９
９

１
１
１
１

吃
１
舶
釦

庁n

IOａ
‐
，
Ｃ
ｅ

×斉藤安平

(31,431m)

1953. 1 生

ダウラギリ I

ガウリシャンカールS

マナスル

アンナプルナI

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

稜
稜
面
壁

西
東
東

北
南
北
南

７
０
３
１

６
１
６
９

１
０
１
０

７
１
９
１

８
７
８
８

カモシカ同人

JAC・東海

カモシカ同人

群馬県山岳連盟

８
９
４
０

１
１
１
２

０
０
２
２

１
１
１
１

２
４
５
７

８
８
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１

初登筆

初登塞

冬期第二登

冬期初登塞

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ

39
43
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順位 氏 名 山 名 地域標高(m) 登頂日 派遣母体 摘要ルート ド

後藤文明

(31,285m)

1965. 5. 生

（31才）

44 フ･モ・ リ

サトパント

チョー・オユー

サガルマータ

境町山の会

H A J

群馬県山岳連関

ﾉﾉ

稜
稜
面
壁
西
西

南
北
北
南

１
５
１
８

６
７
０
４

１
０
２
β

７
７
８
８

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ

咽
皿
８
略

皿
８
ｍ
吃

７
０
３
３

８
９
９
９

９
９
９
９

１
１
１
１

40

冬期初登塞

×二上純一

(31,166m)

1951.12 生

45 シア・カンリ

バルトロ・カンリⅢ

ムスターグ・アダ

チョモランマ

京都カラコルム

〃

京都カラコルム

貫田／二上

Ｐ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

面
面
稜
稜

西
東
南
北
西
北

２
０
６
８

２
５
４
４

４
３
５
８

７
７
７
１

７
７
７
８

７
８
６
５

９
９
１
１

７
７
８
９

９
９
９
９

１
１
１
１

鋤
４
帥
”

ａ
１
Ｄ
Ｃ
‐
０

4］

帰路死亡

重野太肚二

(31,100m)

1943. 4. 生

（53才）

46 プモ・ リ

ダウラギリ I

チョゴリ

プモ・ リ

Ｎ
Ｎ
Ｃ
Ｎ

登塞クラブ

イエティ同人

J M A

チーム・プモリ

南
南
北
南

稜
稜
稜
稜

１
７
１
１

６
６
１
６

１
１
６
１

１
１
７
９

７
８
８
７

３
８
２
９

７
７
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１

５
５
８
４

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ

１
８
咽
別

42

初登鑿

''02レス

鈴木孝雄

(30,865m)

1938.5. 生

（58才）

47 ＝

月 田

九山同人

イエティ同人

カトマンズクラブ

４
５
５
１

３
９
３
０

１
４
０
２

↑
１
７
９

７
７
８
８

Ｓ
Ｓ
Ｐ
Ｃ

ジ
ド
稜
面

ズ
ロ
西
西

ラ
ボ
南
北

４
６
０
２

８
８
９
９

９
９
９
９

１
１
１
１

８
８
７
９

ａ
別
ｂ
Ｃ
１
ｄ

レーニン

コムニズム

ガッシャーブルムⅡ

チョー・オユー

５
３
妬
別

43

才
才
２
４
５
５

富田雅昭

(30,771m)

1956.6. 生

（40才）

48 イエティ同人

高山研究所

／／

高山研究所

北東面

ツェト

ボロド

北東稜

マナスル

コルジェネフスカャ

コムニズム

シシャパンマC

Ｎ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

３
５
５
８

６
０
９
０

１
Ｊ
４
０

８
７
７
８

Ⅲ
釦
５
岨

蛆
７
８
皿

１
２
２
２

８
８
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１

ａ
０
ｂ
Ｃ
‐
。

44

野沢井 歩

(30,169m)

1964.8 生

（32才）

49 １
Ｎ
Ｎ
Ｐ

稜
稜
稜
稜

東

西
北
南
西

ヌン

ダウラギリ I

プモ・ リ

ティリッチ・ミール

５
７
１
６

３
６
６
０

１
１
１
７

７
？
，
勺

７
８
７
７

週
６
皿
７

８
ｍ
皿
７

２
３
４
５

９
９
９
９

９
９
９
９

１
１
１
１

H A J

ベルニナ山岳会

バーバリアン

ノミーバリアン

ａ
、
、
Ｃ
ｄ

46

青田 浩

(30,168m)

1958.1 生

（38才）

50 アンナフ･ルナI

レーニン

プモ・ リ

ナムチャ・バルヮ

イエティ同人 南壁

ラズジ

北東稜

南面

Ｎ
Ｒ
Ｎ
Ｃ

初登筆１
４
１
２

９
３
６
８

０
１
１
７

９
垂
も
在
ｑ
毎
■

８
７
７
７

羽
２
５
卯

皿
８
岨
ｍ

１
４
６
２

８
８
８
９

９
９
９
９

１
１
１
１

ａ
ｂ
Ｃ
１
ｄ

47

カモシカ同人

J A C 初登頂

千葉孝義

(30,027m)

1945.9. 生

（51才）

R1
U上 ダウラギリⅡ

シシャパンマC

レーニン

レーニン

カモシカ同人

高山研究部

J A C

高山研究所

縦走Ｎ
Ｃ
Ｓ
Ｓ

Ⅱ.Ⅲ｡V峰

北東稜

ラズジ

ラズジ

１
８
４
４

５
０
３
３

７
０
１
１

ｊ
１
７
７

７
８
７
７

８
岨
羽
６

皿
加
７
８

９
２
３
５

７
８
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１

ａ
１
ｂ
Ｃ
ｄ

48

保坂昭憲

(30,012m)

1948. 2. 生

（48才）

52 面
稜
壁
稜

西南
西
西
北

カンチェンジュンガM

ヌン

カルジャン

サトパント

６
５
６
５

８
３
１
７

５
１
２
０

８
７
７
７

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｉ

９
皿
略
叩

９
９
ｍ
８

１
３
６
０

８
８
８
９

９
９
９
９

１
１
１
１

H A J

こまぐさ山岳会

H A J

H A J

19ａ
１
Ｄ
Ｃ
ｄ

初登頂

早川晃生

(29,941m)

1956.7. 生

（40才）

東洋大学

東洋大学

カモシカ同人

ワニ眼クラブ

南西面

西稜

北西面

北稜

Rq
UU ﾕｸｼﾝ・ガﾙダﾝｻｰﾙ

ヌン

チョー・オユー

サトノfン卜

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｉ

０
５
１
５

３
３
０
７

５
１
２
０

１
７
，
９

７
７
８
７

鴎
３
加
哩

７
蛆
９
６

４
６
７
０

８
８
８
９

９
９
９
９

１
１
１
１

50ａ
ｂ
Ｃ
ｄ

金沢 健54 aコルジェネフスカヤ S カトマンズクラブ1988.7.227.105 ､ノート
／一』 51
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’摘要派遣母体地域標高(m) 登頂日 ルート ＊名山氏 名順位

カトマンズクラブ

ノノ

カトマンズクラブ

ド
ジ
面

ロ
ズ
西

ボ
ラ
北

釦
７
虹

Ｓ
Ｓ
Ｃ

1988.7

1988.8

1992.9

５
４
１

９
３
０

４
１
２

１
７
１

７
７
８

コムニズム

レーニン

チョー・オユー

(29,935m)

1945.10. 生

(51才）

ｂ
Ｃ
．

女子登塞クラブ

〃

ノノ

女子登塞クラブ

52ト
ド
ジ
稜

エ
ロ
ズ
西

ツ
ボ
ラ
南

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｐ

７
８
８
８

５
５
５
８

８
８
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１

邪
７
蝿
８

５
５
４
５

０
９
３
３

１
４
ｌ
０

Ｐ
１
１
？

７
７
７
８

柳沢伸子

(29,769m)

1950.10. 生

（46才）

コルジェネフスカヤ

コムニズム

レーニン

ガッシャーブルムⅡ

55 ａ
‐
、
Ｃ
、
。

53H A J

京都カラコルムC

スビダーニェ

H A J

ド
面
面
壁

口
西
ボ
南
北
南

Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ｉ

８
７
８
７

７
９
１
８

７
７
８
８

９
９
９
９

１
１
１
’
１

８
釦
Ｍ
釦

7,495

7,422

7,184

7.385

コムニズム

シア・カンリ

ムスターグ・アダN

リモI

高橋純一

(29,486m)

1948.11 生

（48才）

56 ａ
ｂ
Ｃ
ｄ 初登頂

北
西
西
西

稜
稜
稜
稜

Ａ
Ａ
Ａ
浪

Ｊ
Ｊ
』

Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｉ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

８
８
８
９

０
５
６
６

９
９
９
９

９
９
９
９

１
１
１
１

１
６
３
４

１
１
１
１

５
５
６
６

７
３
４
４

０
１
５
５

７
１
７
７

７
７
７
７

中川 裕

(29,302m)

1960.8.

（36才）

サトパント

ヌン

ﾑｽﾀｰダ･アタ

ムスターグ・アダ

57 ａ
‐
，
Ｃ
１
ｄ

ジ
ト
ド
稜

ズ
エ
ロ

ラ
ッ
ボ
西

104関 西４
５
５
６

３
０
９
４

１
１
４
５

１
７
７
９

７
７
７
７

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

８
７
８
８

３
５
５
６

８
８
８
９

９
９
９
９

１
１
１
１

２
羽
６
Ⅳ

石川龍彦

(29,280m)

19522． 生

（44才）

58 レーニン

コルジェネフスカヤ

コムニズム

ムスターグ・アダ

ａ
、
、
Ｃ
ｄ H A J

南西面

ツェト

北稜

南稜

弘前大学

弘前大学

弘前大学

力トマンズクラブ

1001984.7

1988.7

1989.7

1996.7

５
２
２
１

２
２
１
３

安藤昌之

(29,280m)

1955.11 生

(41才）

ユクシン・ガルダンサール

コルジェネフスカヤ

ディラン

ウルタルⅡ

7,530

7,105

7,257

7,388

Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｐ

59 ａ
、
、
Ｃ
Ｄ
ｄ

初登塞

初登塞

初登頂

初登頂

初登頂

初登頂

稜
壁
壁
稜

東
東

北
西
南
北

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

54Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ

7,526

7，216

7,385

7,123

I

C

I

I

1984.9.15

1986.10.14

1988.7.29

1993.4.24

新郷信廣

(29,250m)

1943.3. 生

（53才）

マモストン・カンリ

カルジャン

リモI

ピラミッド・ピーク

60 ａ
１
Ｄ
Ｃ
、
．

大学

大学

南東面

ツェト

ポロド

ラズジ

初登頂
ｌ
Ｄ
Ｉ
Ｊ
二
■
１
Ｊ

菩
勵
茎
梛

弘
弘

55２
５
５
４

８
０
９
３

３
１
４
１

７
７
１
７

７
７
７
７

Ｐ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

８
７
７
８

９
８
８
８

７
８
８
８

９
９
９
９

１
１
１
１

４
躯
釦
７

黒滝淳二

(29,116m)

1952.10. 生

（44才）

テラムカンリⅢ

コルジェネフスカヤ

コムニズム

レーニン

61 ａ
１
Ｄ
Ｃ
刊
．

″
〃

北東稜

南東稜

西稜

西稜

初登頂

初登頂

初登塞

H A J

山 形

バーバリアン

浪

鈴木正典

(29,018m)

1961.12. 生

（35才）

３
２
７
６

２
９
５
４

１
０
２
５

７
７
７
７

Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ｃ

４
８
７
９

３
５
６
６

９
９
９
９

９
９
９
９

１
１
１
１

６
９
４
４

２
１
２
１

ピラミッド・ピーク

マナNW

デイラン

ムスターグ・アダ

62 ａ
ｂ
Ｃ
ｄ

弘前大学

ノノ

ノノ

弘前大学

57Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｐ

1988

1988

1988

1989

７
７
８
７

朗
加
７
岨

ト
ド
ジ
稜

エ
ロ
ズ

ッ
ボ
ラ
北

堀 弘

(28,991m)

1957.8. 生

（39才）

コルジェネフスカヤ

コムニズム

レーニン

ディラン

５
５
４
７

０
９
３
５

１
４
１
２

１
７
，
，

７
７
７
７

63 ａ
Ⅷ
，
Ｃ
‐
０ 初登塞

58黒沢孝夫

(28,744m)

５
５
０
９
１
４

７
７

Ｓ
Ｓ

1981.7.26

1981.8. 4

ツェト

ボロド

aコルジェネフスカヤ

b_コムニズム

64
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順位 氏 名 山 名

レーニン

ハン･テングリ

コルジェネフスカャ

レーニン

ハン･テングリ

ハン・テングリ

地域標高(m) 登頂日| jl旧世L 派遣母体 摘要ルート I

Ｃ
１
ｄ
ｌ
ａ
勺
ｂ
Ｃ
刊
。

４
０
３
１
１
０

７
７

（
ｂ
（
ｂ

洲
９

７
８

３
２
８
９
９
９
１
１

スクラ

ポグレ(47才）

×北沢真一

(28,259m)

1952.2. 生

65
５
４
０
０

０
３
１
１

１
１
０
０

７
１
７
１

７
７
７
７

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

1986.7

1986.8

1989.8

1989.8

型
咀
６
咽

N C P

ノノ

労 山

〃

ツェト

ラズジ

ソロマ

ノノ

59

帰路死亡

船 村上和也

(25,975m)

1955.3. 生

（41才）

8,516

8,848

8,611

Ｎ
Ｎ
Ｐ

カモシカ同人

ノノ

９
６
４

１
１
２

■
ひ
●

蛆
岨
７

３
３
５

８
８
８

９
９
９

１
１
１

西面

南東稜

南東稜

日本人初登

冬期第三登

60

H A J

師 竹内洋岳

(25,922m)

1971.1 生

（25才）

8,463

8,848

8,611

Ｃ
Ｃ
Ｐ

下
稜
東

稜
南

東
北
南

５
６
６

９
９
９

９
９
９

１
１
１

５
５
８

２
７
４

２
１
１

J A C

立正大学

J A C

初登筆

×吉野 寛

(25,626m)

1950.2 生

68 Ｉ

夕
－
タ

リ

ー
リ

ギ
リ
マ
ギ
リ
マ

ラ
ゴ
ル
ラ
ゴ
ル

ウ
ヨ
ガ
ウ
ョ
ガ

ダ
チ
サ
ダ
チ
サ

イエティ同人

J M A

イエティ同人

稜
稜
稜東

南
北
南

７
１
８

６
１
４

１
６
８

１
７
１

８
８
８

Ｎ
Ｃ
Ｎ

ａ
‐
，
Ｃ
ｌ
ａ
‐
，
Ｃ

５
８
皿

８
２
３

７
８
８

９
９
９

１
１
１

、
皿
８

初登塞

〃

02レス

61

×禿 博信

(25,626m)

1951.10. 生

69 高
Ｊ
イ

山研究所

M A

エティ同人

北東稜

北稜

南東稜

７
１
８

６
１
４

１
６
８

８
＆
＆

Ｎ
Ｃ
Ｎ

２
妬
８

６
８
ｍ

１
２
３

８
８
８

９
９
９

１
１
１

単独

初登肇02レス

02レス

62

男
Ｊ
宗
坤

却

田
風
Ｌ
ｕ

２
５
く
９

貢
１

70 ダウラギリV

チョモランマ

サガルマータ

稜
稜
稜東

南
北
南

カモシカ同人

貴田／二上

7,618

8,848

8,848

Ｎ
Ｃ
Ｎ

ａ
ｂ
Ｃ

９
町
加

加
５
ｍ

９
１
４

７
９
９

９
９
９

１
１
１

63

鈴木昇己

(25,144m)
1953.2. 生

（43才）

71 山学

山学

山学

志会

志会

志会

クンバカルナ

カンチェンジュンガM

サガルマータ

同
同
同

北壁

北壁

南東稜

Ｎ
Ｎ
Ｎ

初登塞

02レス

02レス

０
６
８

１
８
４

〃
５
β

７
８
８

加
皿
８

ａ
０
Ｄ
Ｃ

５
５
皿

６
０
３

７
８
８

９
９
９

１
１
１

64

中村省爾

(25,120m)
1942.5.

（54才）

72 ダウラギリⅣ

K2

チョモランマ

カモシカ同人

J M A

J A C

面
稜
稜
東
東

南
南
北

Ｎ
Ｐ
Ｃ

１
１
８

６
１
４

６
６
８

７
８
８

1975.10.21

1977.8.8

1988. 5.5

ａ
‐
，
Ｃ

戸『ー

CO

第二登

一
塁
口重
伽

わ

９
１
３

本
４
侭
⑬

２
９

井
く
１

73 本
本
本

大
大
大

琴
丁
当
テ
辛
子

稜
面
稜
西
東

南
北
北

ヒマチュリM

チョー・オユー

チョモランマ

7,893

8,201

8,848

Ｎ
Ｃ
Ｃ

６
７
１

２
２
１

ｎ
９
５

６
４
５

８
９
９

９
９
９

１
１
１

日
日
日

ａ
１
Ｄ
Ｃ

66

初登塞

坂下直枝

(24,907m)
1947.2

（49才）

74 山学

山学

』

同志

同志

M

会
会
Ａ

北
北
北

a，クンバカルナ

b.カンチェンジュンガM

c・チョゴリ

壁
壁
稜

初登塞

''02レス

"02レス

Ｎ
Ｎ
Ｎ

０
６
１

１
８
１

７
５
６

１
９
９

７
８
８

５
５
８

６
０
２

７
８
８

９
９
９

１
１
１

１
４
４

１
１
１

67

史
ｊ
巨
、

７

立
月
師
１
才

４
１
９

野
４
弧
⑫

２
６
く
９

星
１

群馬県山岳連盟

ノノ

カトマンズC

北西面

南西面

南稜

75 チョー・オユー

サガルマータ

ウルタルⅡ

１
８
８

０
４
８

２
８
３

７
７
９

８
８
７

Ｐ
Ｎ
Ｃ

８
蛇
剖

加
胆
７

３
３
６

９
９
９

９
９
９

１
１
１

ａ
可
、
Ｃ

冬期初登塞

初登塞

吉田文江

(24,403m)

1955.10.

（41才）

76 ガッシャーブルムⅡ

ダウラギリ I

チョー・オユー

女子登塞クラブ

女子登塞クラブ

群馬県山岳連盟

稜
稜
面

西
東
西

南
北
北

５
７
１

３
６
０

０
１
２

１
１
７

８
８
８

Ｐ
Ｎ
Ｃ

８
９
吃

８
加
、

８
０
３

８
９
９

９
９
９

１
１
１

68ａ
‐
、
Ｃ

×大西宏 明治大学 東稜a.ラカポシE77 P7,010 1987.7.3 69

－19－



’ 摘要派遣母体 ルート標高(m) 地域 登頂日 ＊山 名

b.サガルマータ

cマカルー

氏 名順位

稜
稜
東
西
南
北

カトマンズクラブ

高山研究所

Ｎ
Ｎ

田
６
岨
５

９
０
８
９
９
９
１
１

８
３
４
６
８
４

８
８

(24,321m)

1962.5.

西稜

南西稜

南西壁

パイネニァソブ

パイネニァソブ

65０
１
３

３
３
２

１
３
４

９
９
９

９
９
９

１
１
１

山野井泰史

(24,287m)
1965.4

(30才）

１
５
１

５
３
０

０
０
２

９
１
１

８
８
８

Ｐ
Ｐ
Ｃ

７
７
９

ブロード・ピークM

ガッシャーブルムⅡ

チョー・オユー

ナンガ・パルパット

ニンチン・カンサ

チョモランマ

78 ａ
、
、
Ｃ
ｌ
ａ
‐
ｂ
Ｃ

初登肇AP

岡大学

岡大学

岡市山協

西
南
北

面
面
稜

福

福

福

菊池 守

(24;180m)
1955. 5.

(41才）

Ｐ
Ｃ
Ｃ

1985.7

1995.8

1996. 5

８
Ⅳ
週

６
６
８

２
０
４

Ｊ
２
β

８
７
８

79

南西稜

西稜

南南東

東京農業大学

東京農業大学

J A C

２
６
２

２
１
１

７
ｍ
８

３
５
６

９
９
９

９
９
９

１
１
１

吉田裕一

(23,996m)
1970.8.

（26才）

Ｐ
Ｎ
Ｐ

ガッシャーブルムⅡ

ジンミゲラ・チュリ

K2

５
０
１

３
５
１

０
３
６

１
７
，

８
７
８

80 ａ
‐
，
Ｃ

初登塞

南西稜

西稜

南南東

東京農業大学

東京農業大学

J A C

長久保浩司

(23,996m)
1969．4

（27才）

２
６
４

２
１
１

７
ｍ
８

３
５
６

９
９
９

９
９
９

１
１
１

ガッシャーブルムⅡ

ジンミゲラ・チュリ

K2

５
０
１

３
５
１

０
３
６

１
１
１

８
７
８

Ｐ
Ｎ
Ｐ

81 ａ
０
Ｄ
Ｃ

初登塞

初登塞稜
稜
稜

東
東
南
北
南

JAC東海

愛知学院大学

愛知学院大学

72鈴木清彦

(23,885m)
1957.2.

（39才）

灼
肥
８

岨
４
５

４
９
４

８
８
９

９
９
９

１
１
１

ガウリシャンカールS

シシャパンマM

サガルマータ

7,010

8,027

8,848

Ｎ
Ｃ
Ｎ

82 ａ
０
Ｄ
Ｃ

高山研究所上野幸人

(23,863m)
1954.1.

（42才）

74ボロド

北東稜

北西面

５
７
１

９
６
０

４
Ｊ
２

７
８
８

Ｓ
Ｎ
Ｃ

６
４
５

８
９
９

９
９
９

１
１
１

８
９
９

２
訂
鯛

コムニズム

ダウラギリ I

チョー・オユー

83 ａ
ｂ
Ｃ 秋 田

労 山

労 山

大阪労山

北東稜

北東稜

西稜

二
Ｊ
孝
酎

ゆ

り
，
●
○
口
４
▲

３
１
く

２
５
く
９

林
１

昭
６
Ⅳ

５
ｍ
８

４
５
６

９
９
９

９
９
９

１
１
１

８
７
６

０
６
４

０
１
５

１
①
〃
９

８
８
７

Ｃ
Ｎ
Ｃ

シシャパンマC

ダウラギリ I

ﾑｽﾀｰダ･ｱﾀﾞ

84 ａ
‐
，
Ｃ

同志会

研究所

同志会

北壁

北東稜

北西稜

初登肇02レス山学

高山

山学

大宮 求

(23,639m)

1949.4.

（47才）

庁F

lOカンチェンジュンガM

シシャパンマC

サトパントW

６
８
５

８
０
４

５
０
０

７
１
１

８
８
７

Ｎ
Ｃ
１

1980.5.17

1982.10.12

1983. 5.22

85 ａ
で
ｂ
Ｃ 初登頂

広島山の会

J A C

J M A

北西稜

主峰～

北稜

初登頂

東峰縦走

初登肇0!レス

成
ｊ
Ⅱ
ｍ

ノ

禾
班
５
球

見
＆
ａ
⑮

２
４
く
９

一
口
向
ィ
上

ウワ
iI８

６
１

６
１
．
１

１
８
６

７
７
８

Ｐ
Ｉ
Ｃ

５
６
２

７
７
８

９
９
９

１
１
１

６
６
８

４
５
５

１
１
１

カンピレディオール

ナンダデヴィW

チョゴリ

86 ａ
１
Ｄ
Ｃ

南面Ⅱ。Ⅲ。V縦走

北西稜初登塞

カモシカ同人

カモシカ同人

カモシカ同人

×小松幸三

(23,579m)

1954.1.

ダウラギリⅣ

ダウラギリⅡ

グｳﾗキﾘ I

１
１
７

６
５
６

６
７
１

７
７
７

７
７
８

Ｎ
Ｎ
Ｎ

１
３
８

２
１
１

０
０
０

１
１
１

５
９
２

７
７
８

９
９
９

１
１
１

7687 ａ
１
Ｄ
Ｃ

夫
ｊ
己
、

ノ

滞
班
＆
財

西
ａ
８
Ｇ

２
５
く
９

中
１

明治大学

富山県山岳連盟

カトマンズクラブ

南西稜

西面

北西面

初登翠

日本人初登

日本人初登

78９
６
１

１
２
０

２
Ｊ
２

７
８
８

Ｎ
Ｐ
Ｎ

アンナプルナ・ダクシン

ナンガ・パルバット

チョ一・オーユー

肥
別
３

岨
７
ｍ

８
３
５

７
８
８

９
９
９

１
１
１

88 ａ
ｂ
Ｃ

小笠原岩雄

(23,436m)
1952.11

（46才）

東京農業大学

東京農業大学

東京農業大学

稜
稜
稜
西

西
南
西

１
５
０

５
３
５

０
０
３

８
８
７

Ｐ
Ｐ
Ｎ

１
２
７

２
２
１

●
。
、
’
‐
，
知

７
７
Ⅱ

１
３
５

９
９
９

９
９
９

１
１
１

ブロード・ピークM

ガッシャー・ブルムⅡ

ジンミゲラ・チュIノ

89 ａ
１
Ｄ
Ｃ 初登翠

金沢大学

H A J

H A J

東壁

北東稜

南東稜

初登頂

初登頂

吉田憲司

(23,300m)
1953.1.

（43才）

ハチンダール・キッシュ

マモストン・カンリ

K2

３
６
１

６
２
１

１
β
β

７
７
８

Ｐ
Ｉ
Ｐ

８
９
７

２
４
５

８
８
８

９
９
９

１
１
１

79４
週
餌

90 ａ
‐
ｂ
Ｃ

7,061 1 N | 1981. 5.7 1福岡GCC|東稜×日野悦郎 aニルギリN 8091
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摘要||頂位 氏 名 地域 派遣母体山 名 標高(m) 登頂日 ルート ＊

北西面

北東稜

越境

52才

北 九 州

JAC福岡

Ｃ
Ｃ

b，チョー・オユー

cシシャパンマC

略
６
ｍ
５

６
２
８
９
９
９
１
１

１
８
０
０
２
０

８
８

(23,270m)
1940. 5

桑原 巌

(23,185m)
1935.11.

(61才）

山
山
山

労
労
労

ポダﾚ

北東稜

北東稜

8192 Ｓ
Ｃ
Ｎ

aハン・テングリ

b.シシャパンマC

c・ダウラギリ I

８
５
皿

１
４
５

９
９
９

９
９
９

１
１
１

２
岨
６

０
８
７

１
０
６

０
０
Ｊ

７
８
８

才
才
８
９
５
５

飛田和夫

(23,171m)

1946.1

(50才）

稜
面
稜
東

南
南
西

初登肇

日本人初登

82Ｊ
Ｊ
』

93 ９
５
８

８
１
４

７
８
９

９
９
９

１
１
１

Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ａ
Ａ
Ａ

１
Ｎ
Ｃ

塊
５
肥

トリスルI

ヤルン・カン

ムスターグ・アダ

０
５
６

２
０
４

１
５
５

７
８
７

ａ
８
ｂ
Ｃ

面
稜
稜

西北
東
西

昭和山岳会

J M A

昭和山岳会

次
Ｊ
健
伽

わ

０
１
９

方
＆
爪
仏

く
９
２
４

島
１

84Ｐ
Ｃ
Ｐ

２
０
７

２
１
２

94 ９
０
１

０
８
５

４
５
０

７
７
７

７
７
８

８
６
８

７
８
８

９
９
９

１
１
１

７
５
７

ﾉ、ラモシュ

チャンツェ

ブロード･ピｰｸM

ａ
‐
、
Ｃ

北面

南面

南東稜

初登頂

〃

日本人初登

同志社大学

同志社大学

J A C

83平林克敏

(23,014m)
1934.12.

（62才）

０
１
２

１
２
１

５
ｍ
５

●
Ｕ
◆

０
３
０

６
６
７

９
９
９

１
１
１

7,132

7,034

8,848

Ｎ
Ｎ
Ｎ

アピ

サイパル

サガルマータ

95 ａ
可
，
Ｃ

東面

西面

北東稜

初登頂

ノノ

Ｋ
Ｋ
Ｋ

45松林公蔵

(22,983m)
1950. 5.

（46才）

Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

１
６
１

２
２
２

Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ

２
５
０

８
８
９

９
９
９

１
１
１

４
５
５

１
４
８

８
９
０

２
６
０

７
７
８

96 カンペンチン

ナムナニ

シシャパンマC

ａ
１
Ｄ
Ｃ

稜
面
稜
東

南
南
西

初登塞

日本人初登

初登頂

85八嶋 寛

(22,979m)
1950.3.

（46才）

Ｊ
Ｊ
』

羽
９
Ｍ

９
５
ｍ

８
１
６

７
８
８

９
９
９

１
１
１

Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ａ
Ａ
Ａ

０
５
４

２
０
５

１
５
３

７
８
７

１
Ｎ
Ｃ

97 トリスルI

ヤルン・カン

チョー・アウイ

ａ
１
Ｄ
Ｃ

初登掌稜
面
面
西
東

南
南
北

イェティ同人

京都カラコルム

ノノ

86Ｎ
Ｐ
Ｐ

８
９
９

７
７
７

９
９
９

１
１
１

８
卯
４

×小林利明

(22,939m)

1948.12.

グｳﾗキﾘ I

シア・カンリ

バルトロ・カンリ

７
２
０

６
２
５

１
４
３

１
１
９

８
７
７

５
７
８

98 ａ
９
Ｄ
Ｃ

昭和山岳会

H A J

H A J

北東稜

西稜

西稜

87中島俊弥

(22,848m)
1964.12.

（32才）

１
７
６

１
１
１

蛆
８
８

１
３
５

９
９
９

９
９
９

１
１
１

Ｎ
Ｃ
Ｉ

ダウラギリ I

ﾑｽﾀｰダ･ｱタ

ヌン

７
６
５

６
４
３

１
５
１

９
１
９

８
７
７

99 ａ
１
Ｄ
Ｃ

初登翠

日本人初登

稜
面
稜
東

南
南
西

88Ｊ
Ｊ
』

Ａ
Ａ
Ａ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

I

N

I

８
１
３

７
８
８

９
９
９

１
１
１

９
５
８

肥
９
略

×角田不二

(22,760m)

1952.9.

０
５
５

２
０
３

１
５
１

７
８
７

トリスルI

ヤルン・カン

ヌン

100 ａ
Ｕ
Ｄ
Ｃ

稜
稜
稜

西
西
西

90H A J

わらじの仲間

H A J

田村正勝

(22,732m)
1942. 4.

（54才）

８
７
８

４
１
８

１
２
１

Ｉ
Ｐ
Ｃ

１
３
４

９
９
９

９
９
９

１
１
１

５
１
６

３
５
４

１
０
５

７
８
７

101 ヌン

ブロード・ピークM

ﾑｽﾀｰダ・ｱダ

ａ
‐
，
Ｃ

51才

日本人初登南両面

ツェト

ラズジ

91（
し
（
し

Ａ
Ａ
〃

Ｊ
Ｊ

Ｎ
Ｓ
Ｓ

５
７
８

４
０
０

８
９
９

９
９
９

１
１
１

Ⅳ
”
６

大谷 亮

(22,721m)
1959.9.

（37才）

２
５
４

８
０
３

４
１
１

８
７
７

カンチェンジュンガC

コルジェネフスカャ

レーニン

102 ａ
‐
，
Ｃ

山研究所

ノノ

山研究所

92高 ボロド

北東稜

ラズジ

Ｓ
Ｃ
Ｓ

1982.8.2

1982.10.10

1983.8.2

駒宮博男

(22,637m)
1954.5

（42才）

５
８
４

９
０
３

４
０
Ｊ

７
８
７

103 コムニズム

シシャパンマC

レーニン

ａ
１
Ｄ
Ｃ

一
口
向

93０
８
９

１
１
１

マ
ヌ
Ｃ

ロ
イ
｜

ソ
Ｓ
Ｎ

服部 徹

(22,500m)
Ｃ
Ｃ
Ｐ

４
４
５

９
９
９

９
９
９

１
１
１

８
８
７

０
９
１

１
３
５

０
４
０

７
７
８

ハンテグリ

ポベーダ

ブロード・ピークM

104 ａ
，
，
Ｃ 縦走F O S(26才）

ポｸﾞﾚ山 95労1991.8.2S倉橋秀都 aハン・テングリ 7,010105

－21－



派遣母体 摘要標高(m) 地域 登頂日山 名氏 名 ルート順位 ＊

日本人初登山
山

労
労

ヴァジ

北東稜

b.ポベーダ

c・シシャパンマC

９
８
３
０
４
０

７
，

７
８

戸
、
（
し

1991.8.14

1994.5.18

1960. 2.

（36才）

横浜鍋牛山岳会

H A J

ベルニナ山岳会

古関正雄

(22,407m)
1961．3

（35才）

96コルジェネフスカヤ

ヌン

ダウラギリ I

Ｓ
Ｉ
Ｎ

５
５
７

０
３
６

ｊ
Ｊ
Ｊ

７
７
８

７
８
皿

１
２
３

９
９
９

９
９
９

１
１
１

”
咽
６

ツェト

西稜

北東稜

106 ａ
、
，
Ｃ

夫
ｊ
章
血

わ

４
１
１

泉
２
６
“

２
５
く
９

小
１

北稜

北東稜

北西面

初登頂

冬期初登頂

初登頂

北海道大学

北海道大学

北海道大学

94クンヤン・チッシュN

ダウラギリ I

ヒムルン・ヒマーノレ

８
７
６

０
６
２

１
１
１

７
７
７

Ｐ
Ｎ
Ｎ

ｕ
蝿
３

７
胆
岨

９
２
２

７
８
９

９
９
９

１
１
１

107 ａ
ｂ
Ｃ

一
Ｊ

良
恥
哩
わ

２
１
５

林
ｚ
Ｌ
ｑ

２
５
く
９

岡
１

崎
崎
農

員
員
大

稜
面
レグ

西
西
ポ

教
教
工

５
６
０

３
２
１

１
１
０

７
８
７

川

川

東

97I

P

S

1985.8

1987.8

1992.8

過
阻
１

108 ヌン

ナンガ・パルパット

ハン・テングリ

ａ
‐
、
Ｃ

金子秀一

(21,946m)
1958.4.

（37才）

7,134

7,134

7‘678

ラズジ

ラズジ

東稜

Ｓ
Ｓ
Ｎ

1989.8

1992.7

1992.9

98109 ６
６
５

１
２
２

ａ
‐
，
Ｃ

レーニン

レーニン

マカルーⅡ バーバリアン

金子珠美

(21,946m)
1958．4

（38才）

４
４
８

３
３
７

１
１
６

７
７
７

Ｓ
Ｓ
Ｎ

ラズジ

ラズジ

東稜

110 1989.8

1992.7

1992.9

６
６
５

１
２
２

99レーニン

レーニン

マカルーⅡ

ａ
０
Ｄ
Ｃ バーパリアン

橋本康弘

(21,796m)
1954.8.

（42才）

南
西
西

ギャラ・ペリ

ラプチェ・カン

ヌン

稜
稜
稜

初登頂

初登頂

111 ４
７
５

９
６
３

２
３
１

７
７
７

１
７
４

３
２
１

ｍ
ｍ
８

６
７
１

８
８
９

９
９
９

１
１
１

Ｃ
Ｃ
Ｉ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ａ
Ａ
Ａ

Ｊ
Ｊ
』

101ａ
、
ｂ
Ｃ

燕昇司実

(21,757m)
1942.8.

（54才）

神奈川ヒマ112 ７
６
４

２
４
８

０
５
１

７
７
７

南
西
西

Ｐ
Ｃ
Ｃ

稜
稜
稜

スパンティーク

ムスターグ・アタ

ムスターグ・アダN

1992

1994

1996

8．15

8

8．12

ａ
‐
０
Ｃ

次
ｊ
幸
鋺
山
わ

７
１
３

根
Ｌ
３
＄

２
３
く
９

関
１

113 ５
５
６

７
３
４

０
１
５

７
７
７

北
西
西

サトパント

ヌン

ﾑｽﾀｰダ･ｱダ

I

I

C

０
２
４

９
９
９

９
９
９

１
１
１

稜
稜
稜

８
８
８

０
５
９

１
１
１

Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ａ
Ａ
Ａ

Ｊ
Ｊ
』

102ａ
‐
，
Ｃ 60才

子
Ｊ
洋
耐

卸

原
Ｌ
Ｌ
⑮

２
４
く
９

三
１

婆娑羅衆

西域研究会

114 ５
６
４

７
４
３

０
５
１

７
７
７

稜
稜
ジズ

北
西
ラ

サトパント

ムスターグ・アタ

レーニン

Ｉ
Ｃ
Ｓ

1983.8

1986.8

1989.8

４
６
６

２
１
１

103ａ
０
ｂ
Ｃ

8 名

(21,734m)

コムニズム

レーニン

コルジェネフスカャ

115 ５
４
５

９
３
０

４
１
Ｊ

７
７
７

Ｑ
）
Ｓ
（
ｂ

ａ
１
ｂ
Ｃ

104
×井波美保、松永忠則、鴨川正昭、斉藤正、

入瀬透、横森健治、梶山正、

×山崎彰人

(21,721m)

1967.7.

122 7,295

7,038

7,388

クラウン

チリン

ウルタルⅡ

Ｃ
Ｃ
Ｐ

３
４
６

９
９
９

９
９
９

１
１
１

AC東

阜大

AC東

海
学
海

壁
稜
稜
東

東
北
南

初登頂

初登頂

初登頂

２
９
１

２
１
１

Ｊ
岐
』

ａ
、
ｂ
Ｃ

７
７
７

徹
ｊ、

ノ

的
６
吋

□
Ｌ
ｕ
⑫

く
９
２
７

橋
１

123 コムニズム

レーニン

ギャジ・カン

東海山岳会

ノノ

信州大学

7,495

7,134

7.038

Ｓ
Ｓ
Ｎ

鯛
５
Ｍ

７
８
０１

蜘
皿
岬

ド
ジ
稜

ロ
ズ
ボ
ラ
西

ａ
ｉ
Ｄ
Ｃ

初登頂

史
ｊｌ
康
緬
躯
吻

手
Ｌ
丘
“

２
５
く
９

溝
１

124 ハン・テングリ

ポベーダ

アクタシ

労 山

ノノ

広島山岳会

０
９
６

１
３
１

０
４
０

７
７
７

Ｓ
Ｓ
Ｉ

１
１
３

９
９
９

９
９
９

１
１
１

８
８
８

２
Ｍ
６

ａ
ｂ
Ｃ

114ソロマ

ヴァジ

南西壁 初登頂

花井 修125 a・クンヤン・チッシ1N 北海道大学7,108 P 1979.7.11 北稜 初登頂 103
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順位’ 氏 名 山 名 ｜標高(m)|地域｜登頂日 ＊

(21,363m)
1952. 1 .22生

（44才）

b.バルンッェ

C ヒムルン・ヒマール

北海道大学

北海道大学

南稜

北西面

９
６
２
２
１
１

７
９

７
７

Ｎ
Ｎ

妬
３

２
０
１
１

０
２
８
９
９
９
１
１

冬期初登頂

初登頂

(" l)

2）

3）

4）

＊印欄の数字は1995年12月末現在での順位

氏名の前の×印は故人

地域のNはネパール、Pはパキスタン、 Iはインド、Cは中国、 Sは|日ソ連

標高については原則として平凡社刊「ヒマラヤ名峰事典」を用いたが、一部新しい情報のある山について

はその数値を採用した。

|日ソ連を除<30,000m以上

座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座

皿
９
８
８
７
７
６
６
６
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

く
く
く
く
く
く
く
く
く

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ

４
４
３
３
３
４
３
３
４

８
９
５
４
６
４
８
７
２

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

う
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

６
２
３
４
４
４
４
５
３
３
４
５
３
３
４
５
３

０
９
７
８
９
７
８
０
９
５
０
７
０
４
８
４
０

昇
雄
夫
治
篤
洋
隆
郎
隆
二
男
雄
康
郎
彦
守
勉
倫
志
一
明
行
史
子
子
加
文
芳
継
美
平
明

好
恒
一
裕
秀
保
照
富
太
宗
正
城
晴
圀
晴
雅
妙
淳
由
浩
映
政
和
安
文

統
原
井

田
形
廣
辺
本
崎
崎
谷
村
塚
藤
枝
川
川
本
口
崎
藤
田
村
木
藤
高
尾
部
藤
西
谷
西
藤
藤
藤

山
尾
重
田
山
岩
尾
三
今
名
加
三
石
谷
山
谷
宮
佐
和
川
八
遠
戸
長
田
遠
小
大
小
近
斎
後

■
■
Ｇ
■
車
●
●
●
由
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
己
自
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｅ

ｌ
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
蛇
焔
皿
蛆
岨
Ⅳ
肥
灼
加
創
犯
羽
型
妬
邪
師
肥
明
鈍
剖
鋤

1989死亡 二上純一

重野太肚二(52）

野沢井歩(31）

保坂昭憲(47）

4座 31,166m

4座 31,100m

4座 30,169m

4座 30,012m

115,804m

69,497m

63,435m

63,038m

56,942m

51,449m

51,012m

48,803m

47,795m

43,094m

42,523m

42,015m

41,387m

40,510m

40,193m

39,800m

39,761m

39,161m

39,030m

33,755m

33,215m

33,077m

32,823m

32,750m

32,631m

32,430m

32,314m

32,138m

32,048m

31,511m

31,431m

31,285m

1991死亡３
４
ａ
６

３
３
３
３

高令登頂者（実）ベスト20

加藤幸彦

三角 朗

関根幸次

斉藤惇生

原田達也

桑原 巌

石川富康

中島道郎

山本俊雄

小西政継

田部井淳子

嶋村芙美江

渡辺玉枝

池田錦重

我妻 研

井上博之

鈴木延隆

野村昌男

燕昇司実

根津皖一

チョモラーリ (7,326m)

ハン・テングリ (7,010m)

ムスターグ・アダ(7,546m)

シシャパンマC(8,008m)

シシャパンマC (8,008m)

ダウラギリI (8,167m)

マナスル(8,163m)

シシャパンマC(8,008m)

チョー・オユー(8,201m)

マナスル(8,163m)

チョー・オユー(8,201m)

レーニン(7,134m)

ダウラギリI (8,167m)

ダウラギリI (8,167m)

ムスターグ・アダ(7,184m)

ハン・テングリ (7,010m)

チリン(7,038m)

ラトナ・チュリ (7,035m)

ムスターグ・アダN(7,184m)

ダウラギリ I (8,167m)

ｄ
ｄ
ｇ
。
。
●
＄
●
●
○
由
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
３
４
５
６
７
９
９
加
皿
岨
唱
皿
焔
鴫
Ⅳ
岨
蛸
加

３
２
０
０
０
９
９
９
９
７
６
６
５
５
５
５
５
５
４
４

６
６
６
６
６
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

1982死亡

1989死亡

1993死亡

1996死亡

1987死亡
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立正大学チョモランマ登頂祝賀会

(於、ユーポート、山森、野沢井）

ペンバ・ツェリン氏歓迎会（於、高

田馬場、山森、尾形、野沢井）

Mr.サリーン死去の連絡入る

第35回日山協海外登山研究会（於、

大学セミナーハウス、山森、寺沢）

東京集会（17名）

中国登山協会曽曙生主席歓迎会（於、

南国酒家、山森、中川）

12日（水）

■寸感■

15日（土）最年少で世界の七大陸最高峰登頂を目指すとい

う若者の壮行会に出席した。正直な感想としては、

2,230mのオーストラリア大陸最高峰と南極大陸

のビンソン・マッシーフやエヴェレストを一緒に

並べる価値があるのだろうか？と思った。

それにしても大変な誤解が一人歩きしている。

この壮行会には、在籍している大学の学長や教授、

前ネパール大使、支援する企業の関係者の激励が

続いたのだが、これらの人々は「ヒマラヤ登山」

の現状ということを理解する場から遠くかけ離れ

た所にいるらしい。それらの人々の社会で、また

新しい「ヒーロー」が誕生するらしい。何かおか

しい。

登山とは全く違うイベントだと感じた。

庫膠后厄罵(2月）

20B(木）

22日～23日

24日（月）

28日（金）

ヒマラヤNo.305 (4月号）

平成9年3月10日印刷 9年4月1日発行

発行人稲田定重

編集人山森欣一

発行所日本ヒマラヤ協会

〒170 東京都豊島区東池袋4－2－7

萬栄ビル501号

電話03-3988-8474

郵便振替00100-6-48954「日本ヒマラヤ協会」

クーラ・カンリⅡ隊費用送金

ヒマラヤ304号発送

野口健チョモランマ壮行会（山森）

、
ノ
、
ノ
、
ノ

月
金
土

ｒ
、
／
、
／
１

3日

7日

8日

垂里螢』 づ

＝

THE 堂ご1

F‘
ー
‐ 海 '.
,苫． 岸誇 抄

＝

qー 空

、－簔圃一
ﾛ "

6が守廿や F

咳 ＝一
高山病対策の必携品 。、 〃‘,． ‐

＜弓 一

ー,

‘

や

や
く
一

『

宅

一
一
一
心＆
空

一
『

■
Ｐ一

一
画 ‐

－ヶ

ガモフバッグとパルスｵｷｼﾒｰﾀｰのﾚﾝﾀﾙ開始！

加圧しただけで約2000m下山したのと同じ環境を作るガモフバッグ、

高山病診断、予防のためのパルスオキシメーター。高所を目指すあなたを

そろって力強くサポートします。

●ガモフバッグ(携帯用高圧バッグ／総重量6.7kg)

●パルスオキシメーター

（血中酸素飽和度測定装置／重量3809/単3乾電池4本使用／携帯型）

総代理店： 日本メディコ株式会社
レンタル・販売問い合わせ先：株式会社テイ・エッチ・アイ

〒135東京都江東区木場2-5-7 KHビル7階
TEL ： 03-5245-0511 FAX：03-5245-0510

（隊荷の輸送、航空券の手配などもお任せください｡）
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｡ 「 望

9
■

鍵

互柵獅laI醗きう個影赫舵

灘要櫃泗、、、 IC

唾
ﾂロ

魂

h

詞
遠征隊、トレッキン父秘境への旅

あらゆる申請･許可取得､現地手配､航空券､山岳保険など
お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしまれ

必?戎ｦ烹鴛黙肇蹴BO3-357量琿豊艶’

トレッキング・登1I1隊の許可取得から航空券・曳地手配までおり|き受けいたします。

～ネパール・インド・ブータン・パキスタン・東南アジア・アブIノカ・南米～

トレッキング･海外登山

惑彗讓耐遊旅縁シルクロード･秘境旅行

のパイオニア

東京本社〒101東京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階aO3(3237)1391(代表）

キャラバンデスク〒101東京都千代田区神田神保町2-3-1岩波書店アネックス5階冠03(3237)8384(代表）

大阪営業所〒530大阪市北区神山町け4北川ビル5Fa"(367)1391(代表）

カトマンズ営業所JAI HIMALTREKKING(P)Ltd. P.0. BOX3017KATHMANDU. NEPALa221707

運輸大臣登録一般旅行業印7号
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●新潟プラーカ店／〒95O新潟県新潟市天神1-1プラーカ3Bl念025(240)2316

●仙台店／〒980宮城県仙台市宮城野区榴岡4-1-8念022(297)2442

●盛岡大通店／〒02O岩手県盛岡市大通l lO-l6冠0196(26)2122

●札幌店／〒060札幌市中央区南二条西4-8念011(222)3535

●ルート36真栄店／〒004札幌市豊平区真栄一条2-13-2念011(883)4477

●北十二条店／〒001札幌市北区北十二条西3-5念011(747)3062

●2番街店／〒060札幌市中央区南二条西1-5窓011(219)1413

●旭j 1 1店／〒070旭j l 市六条通8-37-2査0166(24)5300

●外商部(メイルオーダー)／〒l69東京都新宿区百人町2-2-3盃03(3200)7219

●登山本店／〒l69東京都新宿区百人町2-2 3盃03(3208)6601代

●スキー&カヌー本店／〒l69東京都新宿区大久保2-18-10盃03(3209)5547代

●新宿西口店／〒l60東京都新宿区西新宿1-16-7念03(3346)0301代’

●新宿南口店／〒151東京都渋谷区代々木1-58-4念03(5350)0561

●神田登山店／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-8査03(3295)0622

●神田店／〒lOl東京都千代田区神田神保町1 4念03(3295)3215

●神田ウエアー館／〒lOl東京都千代田区神田神保町1-6-1冠03(3295)6060

●八王子店／〒l92東京都八王子市横山町3-12盃0426(46)5211

●アネツクス八王子店／〒l92東京都八王子市横山町3-6識0426(46)3922

●川越店／〒35O埼玉県川越市南通町14番4盃0492(26)6751

●大宮店／〒33O埼玉県大宮市宮町2-123盃048(641)5707

●高崎店／〒370群馬県高崎市新町5-3念0273(27)2397

●松本店／〒39O長野県松本市中央2 4 3壷0263(36)3039

●新潟店／〒950新潟県新潟市東大通2-5-1詮025(243)6330

鍔
事務所／〒l69東京都新宿区百人町｜ ‐4－ ’5s03-3200-1004




